ガス テーブル 

取扱説明書 


よく読んで 
を全に正しく 
お使いください。 



〇をロセンサー搭載 

セン ヴー コン □ 


ご愛用の皆様へ 

このたびはガステーブルをお買い上げいたださまして、ありび 
とラございます。 

•ご使用の前にこの取扱説明書を最初か b 最後までよ<お読み 
いただきま全に正しくお使いください。 

参この取扱説明書は裏表紙び保証書になっています。内容をよ 
くご確認のラえ、大切に保管してください。 

参幼いお子様にはさわ b せないでください。 

•この製品は家庭用です。業務用のよラな使いかたをされます 
と著しく寿命び縮まります。 

•この製品は国内専用です。海外では使用でさません。 

参取扱説明書を紛失した場合は、お買い上げの販売店またはを 
よりの東京ガスにて再購入してください。 


品名 RN-P028-CHL 

機器コード… 11-080-01-00476 

RN-P028-CHR 

機器コード… 11-080-01-00477 

型式の呼び RTS-M630VFTS-L 
RTS-M630VFTS-R 
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を百 B のなまえと特長 


図のように正しくセツトしてください。 

図は RN - P 028 -CHL (チャオパーナーが左側のタイプ）でず。 RN - P 028- CHR はチャオパーナーと標準パーナ 
一が左ち逆になりまず。 





ごと< (左ち共通です） 

/▲印を前媛にし、ツメをトッププレートの巧に’ 
^合わせ、びたつきびないよラにセットします。 

チャオパーナー用 
しる受け 


グ U ル排気ロカバー 



※圓圓内の数字はページをおしています。 







3 砂巧し 


揚げものスイッチ 

揚げものモード（160 .180 •200° C ) 

設定時に使用します。 

■揚げもの温度調節機能 03 

天ぷら-フライなどの揚げちのを調理する時 
に油の温度を一定になつことびでをます。スイ 
ッチを押すことによ D 160° C 、 18〇で、乙00 
での3段階の温度を設定することびでをま 
す。また、各温度設定+10での温度設定ちで 
をます。 


揚げもの設定温度表示ランプ 

揚げちのモード （ 1601 80' 20〇で)設定時 
に設定された温度を点なで表示します。 


湯ねかしモード表示ランプ 

湯わかしモード設定時に点なします。 


炊飯モード表示ランプ 

炊飯モード（ごはんモード*おか 
ゆモード)設定時に点灯します。 


160 E 1 200 I 湯わかし因迅!おかゆ 

0 のを I ® の を 

嘴@ 

揚げをの 湯わか Up 夕飯 


湯ねかし•ホタ飯义ィツナ 

湯わかしモード-炊飯モード設定時に使用します。 

■湯わかし自動消乂機能 旧 

沸とう後、自動的にル火になり、已分後に自動消火す 
る機能です。消火したら、操作ボタンを必ずもどし 
て < ださい。 

■炊飯機能的 

炊飯時に使用するモードです。別売の炊飯専用を•炊飯 
銅をお使いいただ < と、上手に炊飯でをます。スイッチを 
押すことにより（ごはん、おかゆ）の2 つの モードに設定 
でさます。炊飯時は必ず火力調節つまみをの位置 
に合わせてご使用ください。炊飯終了後（むらし完了 
後)、操作ボタンを必ずちどしてください。 










ン□部の主な機能 


♦炊飯機能旧 


♦コン□消し忘れ消义機能煩摩 


(標準 バーナー 側のみ） 

なべで自動炊飯でさまず。 

別売の炊飯専用蓋-炊飯用錦をお使いいただ<と、 
上手に炊飯できまず。スイッチを押すことによりに 
はん、おかゆ）の2つのモードに設定でさまず。 


(標準バーナー•チャオバーナー ) 
消し忘れを防ぐため点火して 
か b 約2時間で自動消火し 
まず。 


がが 



戸 （ 7 


ジ 


♦揚げちの温度調節機能旧 

(標準 バーナー 側のみ） 

天ぷら油の温度を一定に保ちまず。火力を自動的に 
調節し、フライパンでお好み焼さやギヨーヴなどち 
おいしく焼くことびできまず。 

スイッチを巧すことにより]日 0° C 、]80° C 、 
200° C の3段階の温度を設定ずることびでさます。 
また、メニューに合わせ] 70° C 、]90° C 、210 °C 
の温度を設定することちでさまず。 


♦焦げつを消义機能抵摩 

(標準バーナー•チャオバーナー ） 

煮ちの調理などで水分びな < なり、なべ底び焦げつ 
いてくると、なべを傷める前に自動消火します。（な 
ベの な質、調理物の種類、火力によって焦げの程度 
は異なりまず。） 

なべ底にこんぶや竹皮などをしいた調理では焦げつ 
さ消火機能び正南に働かないことびありまず。 


♦天ぶ!5油過熱防止機能岛旧廣 

(標準バーナー•チャオバーナー ） 

天ぷ b •フライなどの揚げちのを調理中、調理油び 
過熱されてち、自然発火温度に達ずる前に自動消 
火しまず。（必ず指定じ(上の油量でご使用<ださい） 


♦湯わかし自動消义機能晒 

(標準 バーナー 側のみ） 

沸とうするとお知日せ後、自動的にル乂になりその 
ままにしておくと、約已分後に自動消火しまず。 


♦センサー解除機能班 

(チャオバーナー側のみ） 

r 天ぷ b 油過熱防止機能」 r 焦げつさ消火機能」を一 
時的に解除しまず。 

ただし、なべの異常過熱を防止ずるため、ル火•大 
火と自動的に調節しまず。その状態び30分間連続 
した場合、自動消火しまず。 


グリル部のまな機能 


参水のい5ない両面焼をグリル巧 

グ U ル皿にはク U アコート加工してありまずので、 
ミちれび取れやず <、お手入れび簡単でず。 


♦グリル消し忘れ消义機能貫 I 巧 

消し忘れを防ぐため、点火してから約1已分で自動 
消火しまず。 


♦グリル過熱防止センサー貫 I 班 

魚などの調理物を焼さ過ざたり、から焼さした場合 
など、グ Uj レ庫内の温度び異苗に高くなった場合に 
自動消火しまず。 


コン□-グリル操作ボタンもどし忘れお知 S せ機能 

炊飯機能、湯わかし自動消义機能び働き、自動消义したり、他のを全機能により消义したときに、 
操作ボタンはもどりません。もどし忘れると、1分毎にブザーび「ピピッ」と已回鳴ってお知 
5せしますので消义の状態にちどしてください。ただし、他のバーナーを使用中は、ブザーは鳴 
りません。 






まを上のごま意 冻、ずお守りくださし、 


〈安全に正しくお使いいただくために> 

この取扱説明書および製品には、お使いになる人や他の人への危害や財産への損害を未然に防ざ、 
製品をを全に正しくお使いいただくための重要な内容び説明してあります。 

参 LU 下に示す表示と意味をよく理解してか5本文をお読みください。 



A 危険 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死こ、重傷を負ラ危険、ま 
たは火災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、 
または火災の可能性び想定される内容を示しています。 

A を意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物 
的損害のみの発生び想定される内容を示しています。 


参絵表示について次のよラな意味びあります。 


A 

この絵表示は、気をつけていたださたい r 注意喚起」内容でず。 


Q 

す^てはいけない火気禁止接触禁止 

這)分解禁止 

〇 

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容でず。 


[ _ 

么危険 



■ガス漏れに気づいた5絶巧に义をつけたり、電気器具の 
スイッチの入•切、電源プラグの巧き差し、周辺の電話 
を使用しない 

炎や乂花で引乂し、爆発事故を起こすことびあります。 



4 叫 


マッチ 


#1 


火気禁止 


■ガス漏れに気づいた5すぐに使用を中止する 

① すぐに使用を中止しガス栓を閉める。（ガス栓つまみのないガスコンセント接続の場合は、ガスコンセント 
からソケットをはずす） 

② 窓や戸を開けガ I -① ミ肖义する-1 I -③ 連絡する 

スをがに出す。 

③ をよりのガス事 
業ち（東京ガス） 

に連絡する。 


〇 




嚴裳敷るかかケット挪ずす) 




A 警告 


■供給ガスと銘板に表示してあるガス種 
(ガスグループ）びあっていることを確 


〇 


認する 

供給ガスと一致してし)ない場合、そのまま使用する 
と不完全燃焼により、一酸化炭素中毒になったり、 
爆発着火でやけどをすることびあります。供給ガ 
スびわからない場合はお買い上げの販売店、また 
はをよりの東京ガスに問い合わせてください。 
転居されたとさを、供給ガスの種類び銘板の表示 
と一致していることを確認してください。 







まを上のごま意 泌ずお守りくださし、 


A 警告 


■設置するときは可燃物との距離を確実に離す 

距離び近いと乂災の原因になります。（火災予防条例で定められて 
いますので、必ず守って < ださい）可燃物との距離び守れない場 
合は必ず別売の防熱板を取り付けてください 。 IB g ® 

また表面びステンレスやタイルでを壁の内部び可燃性の場合は必 
ず別売の防熱板を取り付けて<ださい。防熱板はお買い上げの販 
売店またはをよりの東京ガスにご相談ください。 

■設置後機器の周辺を改装する場合ち可燃物との距離 
を確実に離す 


1日 Ocml ； (上 


〇 


~,1 bcraiil.± 


■機器の上や周囲にはペットボトル、調理油、 
スプレー生、カセットコン□用ボンベなど 
燃えやすいちのを置かないまた機器本体 
の下に新聞紙やビニールシートなどの燃え 
やすいちのを敷かないまた電源コードを 
通さない 卜 S X-N 


熱でスプレー吿内の 
圧力び上びり、スフ 
レー吿び爆発したり 
义災の原因になりま 
す。 



一 (思 


の 


■機器の周囲ではスプレー、ガソリン、ベン 
ジンなど引义のおそれのあるちのを使用し 
ない _ 一、 

!龍譜?。底を®。 




■ガスコードを使用する場合は、器具用スリ 
ムプラグおよびガスコードの取扱説明書に 
従って接続する 

r ガス]-ドなどで]ンセント接続する場合 」 MM 
(曲）を参照してください。間 S 〕 た臟 
はガス漏れの原因になります。 


ホース エンド 



ガスコード 



器具用ス U ムプラグ 


■ガス用ゴム管（ソフトコード）はホい線まで 
差し这んでゴム管止めでしっかりと止める 

しっかりと止めないとガス漏れの原因になりィ心 



ホースエンドゴム管 



〇 


ゴム管止め 


■ガス接続 □ に巧れやゴミびない 
よラにする 

ガス漏れの原因になります。 


〇 


^巧燃性の壁の場合） 


■地震、义災、または使用中に異常な燃焼、臭 
気、異常音を感じた場合、使用途中で消义し 
た場合はただちに使用を中止し、ガス栓を閉 
める（つまみのないガスコンセントの場合は、 
ガスコンセントか5ソケットをはずす）^ 
故障かな？と思ったら （巨 白〜国国)に従い処 
置をする。 




の:'か JI , ③ガスをを閉める 

V ti ) の^ (ガスコンセントからソケットをはずす） 

■义をつけたまま離れたり、外出、就寝をし 
ない 

調理中のをのび異常過熱し火災の原因になり r\j 
ます。特に天ぷら、揚げものをしているとき 
やグ U ルを使用していると 广 

きは、その場を離れないで mM 
ください。離れるときは必 
ず消火してくださ L )。 


■ガス用ゴム管（ソフトコード）を使用する 
場合は検査合格 マー クまたは JIS マー クの 
入っているものを使用し、ひび割れたゴム 
管、ちいゴム管は使用しない X-N 


ガス用ゴム管 LU がは耐义性に欠けガス 
漏れの原因になります。ビニール管 
は絶対に使用しないでください。 

またガス用ゴム管はときどき 一 

点検してち<なった場合は取 \ 

り替えてください。 ビ_ル^^ 



の 




■ゴム管の継ざたしや 
二又分岐はしない 

ガス漏れの原因になり 
ます。 



の 


■ガスコードの長さび合わない為に高温部に 
触れたり、機器の下を通したり、機器に触 
れたりする場合はガスコードを使用しない 

ガスコードび週熱され、ガス漏れの原因に X-N 


なります。 


の 



A 警告 


■ガス用ゴム管（ソフトコード)、ガスコードは、高 
温部に触れたり、巧れたり、ねじれたりしない 
ようにできるだけ短くして使用するまた、ガ 
ス用ゴム管（ソフトコード）、ガスコードは機 
器の下を通したり、グリル排気□や炎に近づ 
けないまた、他の機器で加熱されるベ、^ 
よラな所にち通さない ^ 

使用時は周囲び高温になり I qn 

ゴム管びとけてガス h ' 

漏れの原 H となります。^ し _ A 


■グリルを続けて使用する場合は、そのつど 
グリル皿にたまった脂などを取り除くま 
た使用後ち必ず掃除をする , 

グ1」ル皿にたまった脂び過熱 

されて発乂し、グ1」ル排気 □ . 

より炎び出ることびあります。 

脂のをい調理物（さんまや鶏 

肉など）は特にを意してくだ ッ\ ^ 


■グリル排気□をタオル、 
ふさんなどでふさびないミ 

不完全燃焼や火災の原因に 僅 
なります。 I 




■脂の出る料理にはグリル焼網の上や下にア 
ルミはくを敷かない _ 


アルミはくの上に 
たまった脂び過熱 
され発乂する原因 
になります。 


アル5はく 



の 


I グリル皿の中に巿販のグリル石、グリルシ 
-卜などを入れない 

機器の損傷や、たまった脂び過熱されて発乂し、 

火災の原因となります。 グ、 



グ I 」ル石 



の 


グ I 」ルシート 


I コン□をおおラよラな大きな鉄板やなべ、 
アルミはく製しる受け、省エネごとく、焼 
き網など、指定 LU がの補助員は使わない 

一酸化炭素中毒や発义、機器の変色、損傷の原因となり 
ます。指定ながの補助員を使用した場合の機器の故 
障、事故については、当社では責任を負いかねます。 




アルミはく製しる到ブ 省エネごとく 


vC (ゾ 



■絶対に改造 • 分解は行わない 

改造-分解は一酸化炭素中毒のおそれび 
あります。 

また、乂災の原因になります。 


Q 

③ 

分賴禁止 


■グリル使用前にグリル庫内に食品 < ずやふ 
きんなどがないことを確認するまたグリ 
ルとびらに魚などをはさみこんだまま使用 
しない 〜 


食品くずやふきん ミ ' f - レ^^一 

などび燃えること 

びあります。 

■使用後は消义を確認しガス栓を閉める 

消し忘れによる义災の原因になります。特に 
グ U ルは消し忘れをしやすいので、機器から 
離れるとさは必ず消乂してください。 


〇 

〇 





⑤慮聲戰をらソケ備ずす) 


■乂がついたまま持ち運ばない 

火災、やけどの原因となります。 


の 


I 魚を取り出すときなどは手や 
腕びグリルとびらやガラス^ 
に触れなし、ようにする ^ 

手や腕び触れるとやけどをする~ 
ことびあります。グ1」ルとびら /,1 
をいっぱしほで引き出してください。 


A を意 


接軸禁止 


■グリル皿の持ち運びはていねいに 

使用中-使用直後はグ1」ル皿にたまった脂び 
局温(しなっています 0 
こぼすとやけどをす /I 

る原因になります。 卜' 


〇 




A を意 


I グリルとび5取っ手のガラス付近には触れ 

使用中、使用直後は高温 jO ^ 

になってもで、やけどを 
する原因になります。 I 

接軸禁止 


I グリルとびらを開けたまま 
グリルを使用しない 

トッププレート前部を焦 
びしたり、機器の上部び；^ル g 
異常に過熱され、やけど/も^ 
をする原因になります。 


トッププレート前部 


の 


■グリル排気□に手や顔などを近づけない 
またなベの取っ手を 
排気□に向けない ム''^^ 


グ U ル排気□から高温 
の排気び出ます。やけ 
どやなベの取っ手が過 
熱され取っ手を焼損す 
る原因になります。 



の 


■グリル皿に水を入れないで使用する ^ 

グ I 」ルを使用するときは、グ U ル皿に水を入れ 
ないで使用してください。グ I 」ル皿び浅くな]» 
ているため、こぼれてやけどをする原因になります。 

■グリルとびらに重いものをのせたり、強い 
力を加えない 

グ U ル皿受けび変形したり、グ1」ルとびらび(\) 
はずれ、けびや機器破損の原因になります。 


■グリル皿を持ち運びする際は、さめてから 
持ち運ぶ A 

使用中、使臟後はグ I 」ル m び高 S にな]て 

いホホせ!けたホスわみ： n わ';おりキサ 


〇 


います。やけどをするおそれびあります。 

I グリル皿の出し入れはゆっくり確実に 

水平にゆっくり出し入れしてください。グ1」 

ルとびらを持ち上げたまま引さ出すと途中で 
止まらずに落下し、^ ^ 

脂びこぼれてやけ / . / 

どをすることびあ 説 F -( 

ります。 


■使用中、使用直後は操作ボタン•义力調節 
つまみ-グリルとびら取っ手 LU がには触れ 

やけどをすることびあります。とくに幼い V ^) 
お子様びいる家庭ではごを意ください。 ぁ^止 


■グリル使用時は魚を焼きすざない 

魚に火びつさ火災の原因になります。 

グ U ル庫内で魚などび燃えたり、たまった脂 
に引火した場合は、すぐに操作ボタンを巧し 
て消义して < ださい。 


の 


■グリル皿だけを持つて本体より取りがさな 
し、 


グ1」ルとびらび落下し、 
やけどやけびをすること 
びあります。必ずグ1」ル 
とびら取っ手を持って取 
り外してください。 



の 


■コン□-グリル使用中、使用直後しばらく 
はトッププレートに触れない ^ 

高温になっていますのでやけどをする CT ) 

願になります。 


■鶏肉などの脂のをい食材を焼く時は注意する 

巧び散った脂に引义して、瞬間的にグリルの 
排気□から炎び出る場合びあります。やけど 
や乂災などの願になります。 


■熱くなつたグリルとび5ガラスに水をかけ 
ない衝撃を加えない^づ—グ、 


ガラスび割れてけがを 
する原因になります。 



の 


■点义操作時や使用中は 
1 ナー付近に顔を近 
づけ過ざない 

炎や熱で顔をやけどする 
おそれびあります。 



Q 


■巧類などの乾燥や練炭の义起しなど調理 LU 
外の用途には使用しない . 


衣類び落下し义災や過熱 
異常燃焼による 
機器焼損の原因 
になります。 U 一 


「吻 


の 


■点义操作をしてち点义しない場合は操作ボ 
タンを消义の状態にちどし、周囲のガスび 
なくなつてから再度点义操作をする A 

すぐに点乂操作をすると剛のガスに点义し mm 
て、あ服に燃え移ったり、やけどをするおそ 
れびあります。 

■やかん、なべなどの大きさに合わせて义力 
を調節する 


火力び強いとやかん、なべ 
などの取っ手び焼損したり、 
手に触れるとやけどをする 
原因になります。 J 


〇 






A を意 


バーナーキヤツプを水ないしたときは水気 
をじゅラぶん切ってか5セツトする 

炎□びつまったまま / "ilOfL 


使用すると異常燃焼 
の原因になります。 



■使用中は換気をする 

使用中は窓を開けたり換気扇を回すなど換 
気をして<ださい。換気をしないと不完全 
燃焼による一酸化炭素中毒のおそれびあり 
ます。 

を：ただし、屋内設置で自然排気式 
給湯器およびふろびまを使用してい 
る場合は換気扇を回さず窓などをあ 
けて換気してください。排気ガスび 
逆流することびあります。 


〇 



■強い風ののを込むところには設置しない 

点火不良や機器内部の損傷、巧全装置び ^、 


正し<働かないなどの原因になります。 


I 片手なベや底の丸いなべは不安定な 
：!犬態で使用しない 

なべび傾いてやけどをするおそれびあります。 
なべの種類によっては、傾いたり、す 
ベりやすいちのびあります。ルさな片 
手なベや底の丸いなべは、必ず取っ手 
を持ちなびら調理してください。 




I しる受け-バーナーキャップは正しくセッ 
卜する 

ノ（ーナーの炎びしる受けの下にをぐり込む 
など火災や機器焼損の原因になります。 

温度センサー 

ノ（ーナーキャップ 


〇 


トッププ レー ト 



しる受け 


ノ (ーナー本体 


■使用中は手やを類を炎、バーナー、排気口 
付近に近づけない ^ 

巧やエプ□ンなどあ類に着火したり、熱に (\j 

よるやけどのおそれびあります。なべを動 一 

かすとさや炎の大ささ 
び自動的に弱火から強 
乂へ切り替わるとさび 
あるのでを意して<だ 
さい。 




C 

弓 — 


口 

1 口 



■棚の下など落下物の危険のある場所に機器を 

設置しない 

機器の上に落ちたをのび燃えて、火災の 
原因になります。 

の 

■ごとくをはずしてなベなどを直接 

の 

コン□に置いて使用しない 

不完全燃焼や機器焼損の原因になります。 

■照明器具など樹脂製品の下へ設置しない 

照明器具のかさなどび変形-変色する 
ことびあります。 

( S ) 

■幼い子供には触らせない 

の 

やけどやけびなど思わめ事故の原因に 
なります。 

■水平で安定性のよい丈夫な台の上に設置する 

不安定な所や傾いた所に設置すると機器び 
傾いてやけどやけびのおそれびあります。 

〇 


■機器を水につけたり、水をかけたりしない 

不完全燃焼-故障のおそれびあります。 


■点検-お手入れの際は必ず手袋をして行ラ 

手袋をしないでお手入れすると機器の突 
起物などでけびをすることびあります。 


〇 


天ぷ5油過熱防止機能について 


天ぷ b 油過熱防止機能とは天ぷら、フライなどの揚げち 
の調理で、消し忘れなどによる調理油の過熱を防止ずる 
機能です。温度センサーでなべ底の温度を監視し、調理 
油び発火ずる温度になる前に自動的にガスを止めまず。 
このとさ、ブヴーび鳴ってお知らせしまず。揚げちの調 
理をされるとさは、必ず温度センサーとなべ底び密着し 
ていることを確認し、適切ななべの種類と油量をお守り 
ください。使用方法をお守りいただけなければ、調理油 
の過熱による発火を防止でさないことびあ0まず。 


A 警告 


I チャオバーナーのセンサー解除モードは揚 
げちの調理には使用しない 

調理油の温度び高<なり、発乂するおそれび 
あります。 


の 





まを上のごま意 嫌ずお守りくださし、 


A 警告 


■温度センサーとなべ底び密着しているか確認する 

温度センサーび傾いていたり、なべとの間にすさ間びあると、温度センサーびなべ底温度を正し< 
検巧でさず、発乂や途中消火の原因になります。 


〇 


■温度センサーの上面となべ底が密着していないとさは使用しない 

中華なベ用補助ごと<を使用すると温度センサーびなべ底に密着しない場含があります。 

■底が広<浅いなべなどでの油調理は、油の温度が上が0やすいので使用しない 


温度センサー 



IT 


なべ底 
び凹己 


3mmULL 
の凹凸 


」さび•巧れなど 
異物び付着 



なべと材料 
の合計重量び 
300 呂 OT 


■耐熱ガラス容器、±なべなど熱の伝わりに < いなべは使用 
しない 




焼さ網 

中華なベ用補助ごとく 


の 


■油の量は200 me で行う 

調理油の量がはじめからかなかったり、減ってさたりすると発火することが 
あります。 


耐熱ガラス容器 ±なべ 

2日 Omm 上， 

人 

調理油 


密着 



〇 


A を意 


■温度センサーのお手入れはこまめに行ラ 
また上下にスムーズに動くことを確認する 


なべ底に密着しな < なり調理油び発火する場 
合びあります。また、動さび悪いとなべなど 
び傾さ、お湯などびこぼ 
れやけどをする原因にを 
なります。なべの重さは 
調理物を含め30 Og な上 
必要です。密着しない場 
合、点検•修理を依頼し 
てください。 



〇 


V 


■温度センサーに強いショックを加えたりキ 
ズをつけない 

なべ底にセンサーび た (\) 

密着しなくなり、調 ち\ -- - 

理油び発火する場合 
びあります。 



ノ 


' \ • コン□で焼き網やコン□をおおうような鉄板は使わないでください。機器の異甫過熱によりトッププ 

お願し、 レートやごと <• バーナー•しる受けを早<いためまず。また、トッププレートのフッ素コートびは 

, J びれたりしまずのでしないでください。 

•煮こぼれをさせると機器を早くいためまずので、煮こぼれさせた場合は機器びさめてからでさる限 
り早くふさ取ってください。 

• みそ汁を温めなおずとさは义力を弱めにして、よくかさ混ぜなび5温めてください。強义で急に温 
めなおずとなべ底に巧んだみそび突然噴き上びり、みそ汁び飛び散ったり、なべびはねあびってひ 
っくりかえることびありまず。特に、だし入り豆みそ（赤みそなど）にま意してください。 

• 炎の熱や、煮こぼれなどによりパーナー本体び変色ずることびありまずび、使用上問題ありません。 

• ちちは、グリルで火力をしぼってよラずを見なび5焼いてください。短い時間で焼けるのでま意し 
て < ださい。 

• 弱义は义力をルさくしぼれるようにしていまず。消し忘れにま意してください。 

• なべのお状や材質によっては、強火で長時間ご使用された場合に、まれになべとごとくびくっつく 
ことびあるので、なべを動かずときはま意してください。 

• 調理中になべをのせかえる時は、一旦义を消してからのせかえてください。 

• 熱くなったなべなどをラベルの上に置かないでください。ラベルび熱で変色したり、損傷したりず 
ることびありまず。 






設置前の準備と確 i 


型式の呼びガス種(ガスグ J レーフ） 


♦型式の呼び-ガス種-製造年月は、機器ち側面の銘板に表示してあります。 
♦機器銘板のガス種（ガスグループ）と供給ガスび合っているか確認します。 
♦輸送のため各部分にあて紙や包装部材がありますので ^ 

全部取り除いて < ださい。 4 


C12A.13A) 


製造年月- 


000-000 都巿ガス 
12 A 用 r 13 A 用 
ガス消費量「ガス消費量 

< 00.00000000 


部品の取り付け 


■ 


. 凸形状部、 


靈欺農華:氣 

iliicftS ®® 

込み、必ず正甫に燃焼 （:機 gglE^lTU 部（チャオバ-ナ -) (標準バ-ナ ー) 

していることを確認ずる。 " 

※パーナーキヤップび浮いたり傾いたりしていると点火不良や炎び不 
ぞろいになったり異甫燃焼などび起こる場合ちありまず。 


r ごと< J 


しる到巧 


(機器正面側） 


(チャオバーナー）（標準バーナー） 


I パーナ ー 本体1 貨: 

ごと< は▲印を前 

認こをし溫レ箇 

卜の巧に合わせ、びた\— 

つさびないよラにセットして < ださい。 


魁 


しる受けは、切込み部び奥になるよう f 

脂!滅機轟 f 譜漏腳 

パーナー用师」刻印表示）と標準バ^^^^ \ m ^ 

-ナー用（刻印表おなし）の2種類び チャオパーナー用標準バーナー用 
ありまずので、まちびえないよラにセットして < ださい。 


广 \ 

お願い 


パーナーキャップは消耗品でず。薄 
くなったり変形して炎び不ぞろい 
になった場合は交換び必要でず。お 
買い上げの販売店またはをよりの 
東京ガスへご相談ください。 


A ミ主意 


■パ’ーナーキャップ•しる受けは確実に取り付ける 

しる受けやパーナーキャップを正しく取り付けないと、点火し 
なかったり、炎のふぞろいや逆火を起こしたり、また、器具の 

こ之 ^ 剧矣でず。 


Q 


誤った 
セットの例 


■ごとくは正しくセットずる 

誤ったセットをずると 
なべなどび不就にな mm 

tr\ il/51 \ -H- tr\ ^ 


り、傾いたり、 
倒れた 0 
します 。 g 


パーナーキャップ 
の浮さ 


しる受けの傾さや 
裏返し 


バーナー キャップ 
の裏返し 



単1おアルカリ乾電池2個(付属品） 


^が雷:ホのわ、 V K の I •か卜^ (©願い)電池ヶースは途中で止まり、取 
丐 ぶ CQTZ ノ し。 r し J りはずせない構造になっています。無理 

※電池交換は、機器本体び に引っ張らないでください。 

をえてから行ってください。 


A 警告 


①電池ケースの 
ツ;をつまん 
でを刖に I 

引く。 


風乾電池の©側 
を手前にして^ 
入れる。/ 


③電池ケースを奥 
までしっかり巧 
し込む’。 



I _:_ 

I • 電池ケースに水などの異物が入った場を、接軸不良の原因となりまずので、ふき取ってきれいにしてくださし、。 
お願し1•アルカリ乾電池を使用した場合、電池を交換ずる（電池交換サイン点な）目安び約1年です。（付属のア 
I ルカリ乾電池で当社使用モードによる） 

アルカリ乾電池でち使用状況’使用時間-乾電池製造メーカー’種類び異なると交換時期び1年 LU 内と短くなり 
まず。また、マンガン乾電池を使用した場合ち交換時期び極端に短くなりまず。 

新しいアルカリ乾電池を2本同時に交換、ご使用ください。 

未使用の乾電池でち r 使用推奨期限（ち、年) J を過ざている場合は放電により、短時間で電池交換サインび点滅•点 
なずる場合びありまず。また付属のアルカリ乾電触よ、工場出荷時期により寿命び短くなっている場合びありまず。 
乾電池は、機器か冷えてか6交換してください。 


■乾電池は充電-分解-加熱-义の 
中へ投入しない 

■新旧-異種の乾電池は混用しない 
■器具を廃棄ずる場合は、乾電池をはずず 

ショートや発熱、液漏れ、破裂により、け 
びややけどの原因になります。 

■乾電池に記載してある注意事項をよ 
<お読みいただき、正し<お使い< 
ださい 







設置場所及び周囲の防义措置 


( 設置場所） 

参強い風の吹さ込まない場所-丈夫で水平な場所 
♦付近にカーテンなど燃えやすいちのびない場所 
♦機器の上に湯沸し器のない場所 
♦機器を使巧した場合ガス栓び加熱されない場所 
♦落下物のを険のない場所 
♦機器の上に樹脂製の照明器具のない場所 
♦周囲に可燃物（木製の壁•モルタル、タイル、ステンレスなどを張り付けた壁•たななど）のある場合 
-トッププレートより上面の側面および後面は]已 cmLU 上、上部はトッププレート上面より lOOcmLU 上離ず。 
-上記の距離びたちてない場合は壁面に別売の防熱板を取0付けて設置ずる。®@ 


• 別売の指定の防熱 
お願し1板を必ずご使用く 
ださい。臣白 

• 防熱板についてはお買い上 
げの販売店またはちよりの 
東京ガスにお問い合わせく 
ださい。 


防熱板について 


後壁用防熱板 
H - 


L I 


- Ocm 切上 


- 1 onL ソ上 
の空間 


— ^ 

r 


〇 


天井用防熱板 ^流し台•調理台用防熱板 

1 cmJ ^ 上 1 cmii (上の空間 


30cm な上]己 cmULL 
:0cm 切上 


側壁用 
\防熱板 


800 niiLL 


L I 


r の空間 


1 己 cm じし L 



調理台、流し台の 
側!面、上面び巧燃 
性でトッププレー 
卜より局し、場合 



ゴム管（ソフトコード）の接続 


• ガス用ゴム管〈ソフトコード〉（内径9.已圆0 旧マーク入り）を用い、折 
れたり、ねじれたりしないよラにして、でさる限り短く （2 m じ(下で適当に 
ゆとりをちたせる ） ガス栓と機器のホースエンドとを接続しまず。このと 
さゴム管はホい線までしっかりと差し込み、ゴム管止めで固定してくださ 
しんまた機器本体に触れないよラにして接続しまず。 

-ガス栓を開け接続部からガスの臭いびしないことを確かめ、ガス栓を閉める。 


周 




検査合格 



ホースエンドゴム管ゴム管止め 


-ドなどでコンセント接続する場合 


〔 ガス機器側の接続 ） 機器のホースエンドをコンセント化してガスコードでコンセント接続ずる場合 



左図のよラに、まず別売の器具用ス U ムプラグ 
を捆包台紙の裏面に記載してある取扱説明に従 
つて機器のホースエンドに取り付け、なにガス 
コードの器具用ソケットを器具用ス1」ムプラグ 
に"カチッ"と音びずるまで巧し込みまず。 


ガス栓側の接続 ) (ガス栓びガステーブル用であることを巧詔してください。) 


① ガス栓を開けるとき 

コンセント継手を"カチ 
ッ"と音びずるまで確実 
に差し込む 

♦コンセント継手を差し込むとガス栓が開きまず。 


⑨ ガス栓を閉めるとき 

コンセント継手のずべ0 
リング（白色）を手前に 
引く 

♦コンセント継手びはずれるとガス栓び閉まりまず。 




お願い 


ガスコード接続ずる場合は、ガス栓側びカチットプラグになっていないと接続でさません。従来のガス 
栓でご使用ずる場合は、別売のホースガス栓用プラグび必要でず。 

機器を接続ずるガス栓は、必ずガステーブルコン□用をご使用ください。 


( ガスコンセントについて ） 


『ガスコンセント』は、 
ガスコードなどを取り 
付けると自動的に開栓 
し、取りはずずと自動 
的に閉栓しまず。 


♦ふたを開ける 

ふたのち細を 
巧します。 











ほいかた 


点义-义力調節-消义のしかた 


をコン□用操作ボタン 


前面バネル 


《前面ゾネルの表示と操作ボタンを確認してか5点义してください。 

「揚げちの、湯わかし’炊飯」用の操作部標準/ ' ll — ナー用操作ボタン 

m チャオパーナー用操作ボタン 
♦< グリル用操作ボタン 

点义□ックはかいお子様のいたず5防止や使用しないとさ 
のために操作ボタンを作動させない機構でず。 

义災防止やガス漏れ防止のため、機器か5離れるとさは念 
のためお部屋のガス栓を閉め、また点义□ックをしてくだ 
さい。(点火□ックは□ック►の矢 EP 方向へいっぱいまでス 
ライドさせて<ださい。） 



左コン□用 
点火□ックつまみ 

ちコン□ヴ1」ル用点义□ックつまみ 


グ I 」ル点义 
確認ランフ 
.ちコン□巧 
操作ボタン 
グ I 」ル用操作ボタン 


nm 

備 



し 


解除 


k 

1ガス栓を開く（全開） 

□ 

[ 

j —1各操作ボタンの下 L ある点火 □ ックつま 
—1 ?みを□ックの矢印と反対側にいっぱいま 
でスライドさせ点火□ックを解除しまず。 



♦操作ボタンをいっぱい最後までゆっくり押しきる。 
パチパチ放電しても、押し不足でずと点义しません。 

-すべてのコン□とグ1」ルび同時に放電します。これは全箇 
所放電する構造となっていますので異甫ではありません。 
-操作ボタンから手を離してち放電していまずび、着火 
ずると止まりまず。 

-点火のとさ、火力調節つまみは標準バーナーとグリル 
上乂パーナーは「強火」の方向に、チャオパーナーは「中 
火」の方向に移動しまず。 


盛 


■点火操作をしてち点火しない場合は操^ 
作ボタンを消火のげ態にもどし、周囲 
のガスがな < なつてか5再度点火操作 
をずる。 J 


因次力調節 



♦火力調節つまみを左ちにゆつ<りスライドさせ火力を 
調節ずる。 


グリルミ S 撰み 


グ I 」ル下义巧义力調節つまみ 

強胃纔鬻類語弱 


• (コン □) 急激な操作をすると消火ずる場合びありま 
ずので、ゆっくり操作してください。 

• (グリル）焼さ具合は火力の強-弱で調節してくださ 
しん（火力は上火、下火それぞれ別に調節で 
さまず。） 



♦操作ボタンを押して消义ずる。 

♦必ず义び消えたことを巧詔ずる。 

r コン□パーナーは消义時にポンといラ音びずる 

お知らだ場合びありまずび、これは义び消えた時の音で 
I ,異甫ではありません。（コン□パ’ーナーに風び 
当たるような場合は、ポンといラ音びしやずく 
なりまず。） 









コン □ 


使用できるなベと温度センサーについて 


調理油の量 


• 揚げちの調理をずる場合は必ず 200 mfi じ(上で使用してください。少ないと発火ずることびありまず。 
• 揚げちのモードで油の温度を設定ずる場合は、已 OOraB 〜] C で使用してください。 

最適な範囲か b はずれると正しく温度調節できないことびありまず。 



r なべの重さとのせかた） 

• なべの重さは調理物の重さを含め 300 gLU 上でを定しまず。安定性の悪いなべは使巧 
しないで < ださい。 

•なべ底の中むび温度センサー頭部に密着ずるよラ、正しくセツトしてください。 

• 特に揚げちのモードや湯わかしモードなどの温調機能を使用ずる場合は底び平 b な金属 
製のなべを使用してください。 



密着 温度センサー 


温度センサーに適したなべ） 


〇 :適ずる X :適さない（温度を正しく検知しない場合あ 0) 


なべの種類 

油料理 

(揚げちのなど） 

その他の料理 

(煮ちのなど） 

温 

同機自 g 

揚げちのモード 

(化参照） 

湯わかしモード 

(昭参照） 

銅 

底の平らなアル S 製中華なベ 

〇 

(油量 

200 mm 上） 

〇 

〇 

(油量 

已〇曰 m 6 〜1の 

〇 

(水量 500 rne 〜2 C ) 

ステンレス 翻^^ 

底の平 b な鉄製中華なベ ^ y 寺 曲身 

〇 

(油量 

200 mm 上） 

〇 

〇 

(油量 

已曰曰 mE 〜1の 

〇 

(水量已〇曰 me 〜2む 

ステンレス(薄手:なべ底厚み2.已 mm 未満） 

留ゴ漏 

X 

〇 

〇 

(油量 

已〇 OmB 〜1の 

〇 

(水量已曰曰 me 〜2む 

±なべ — 一 

if 欄ガラス容器 

X 

〇 

(ただし、消乂する 
場合びあります） 

X 

X 

圧力なベ 

巧 

X 

〇 

(ただし、消义する 
場合びあります） 

X 

X 

S 影9 

〇 

(油量 

200 mm 上） 

〇 

X 

〇 

(水量 500 rne 〜2 C ) 


、 中華なべについて ) 

• なべ底と温度センサーび密着していることを確かめてから使用してください。 

•中華なベの種類や使いかたによってはなべび安定せず、温度センサーびなべ底の温度を正し<検知でさません。 


このような調理には、センサー解除機能(チャオバーナ ー) をお使いください 


参温度センサーびなべのから焼きのよラな高温になる場合、安全機能が働いて自動的に消义 
します。次のよラな調理にはセンサー解除機能（チャオパーナ ー) をお使いください。旣 
〈高温になりやすし、調理> 

焼きちの：お好み焼き-ホイルのつつみ焼き-ポークソテーなど 
炒めちの：ソーセージげめなど 
げりもの：ごまげり-大豆げりなど 









炊飯機能（標準バーナーのみ) 


• 「ごはんモード」と「おかゆモード」びありまず。 

参炊飯に適したなべを使用してください。 

♦ 2度炊さや温めなおしは、でさません。 

お米の準備 

①たっぷりの水でさっとかさ混ぜ、水を素早く捨てる。 

③「とぐ^洗い流ず」を数回くり返し、水びきれいになるまで手早く洗ラ。 

※無洗米の場合は、] -2 度ずずいで洗い流し、にごりを少なくしてください。 

にごったまま炊飯ずるとデンプン質び沈源し、炊飯不良の原因になりまず。 

•お米をとざ足りない場合はニオイ、黄ばみ、炊飯び上手にでさない原因になりまず。 

• 砕け米、粉米などびミ屋じって炊飯されまずと、風味を損ね、炊きむら、着色の原因となりまず。 
• 泡立て器は絶巧に使用しないでください。 



7 j < 加減とお米を浸す時間について 

参水加減は目をでず。新米-ち米、かため、やわ b かめなど、好みに応じて水を加減してください。 




米の 量 

ス 

k 量 

ポイント 

炊飯 

おかゆ 

容量 

重量 

合数 

全がゆ 

t 分がゆ 

4已 mC 

38宮 

0.2已合 

— 

3巨 OmC 

470mC 

•別売の炊飯専用蓋 (RTR-03D) は！〜3合、炊飯用 
鍋 (RTR- 已日 0) は1〜已合まで炊飯することができ 
ますが、米の質-水の量などによってふさこぼれびひ 
どくなる場合があります。 

• 18日 mC 用計量カップを使ラと、1カップ米1合* 
水18日 me となります。 

•炊さ込みごはんの場合は、具の重量と同じ程度の水 
を余分に加えてください。別売の炊飯専用蓋 （RTR- 
日 3D) で3合を炊くと、ふきこぼれる場合があります。 

•おかゆ モー ドは、お米からおかゆを作る機能です。 

9日 mC 

7ち宮 

曰.已合 

— 

已4日 mC 

巨 30mC 

18日 mC 

1ち〇呂 

1合 

300 mC 

900 mC 

— 

270mC 

22已宮 

1.已合 

390 mC 

— 

— 

3目 OmC 

30 Og 

2合 

480 mC 

— 

— 

4已 OmC 

37ち宮 

2.已合 

已 SOmC 

— 

— 

已 40mC 

4已〇旨 

3合 

巨 70rae 

— 

— 

720 roe 

巨00呂 

4合 

930 mC 

— 

— 

900 mC 

7ち〇宮 

已合 

1130 mS 

— 

— 


おホを水に這ず時間の目を] 

•洗米した後、必ず30分じ(上水に浸してから炊飯してください。 

♦洗米してすぐのお米では、ごはんび固く炊さ上びりまず。また、無洗米の場合は洗米してずぐに炊飯ずると、 
ふさこぼれる場合びありまず。 


お米の種類 
とモード 

1お米を水に浸す時間 

ポイント 

春〜夏 

秋〜冬 

ご 

は 

ん 

白米 

30 分！; Lb 

60 分！;!上 

•新米はやや水をかなめにして<ださい。 

無洗米 
発芽玄米 

30 分！;|上 

60 分!;|上 

•無洗米は水を加えると表面に気泡がでさて、水が暇収されに<<なります。 1 • 2 
度すすいで洗い流すか、よ<かを混ぜて気泡を飛ばして<ださい。 

•水の量を 3% 程度多< します。または、無洗米専用計量カップを使って<ださい。 
•別売の炊飯専用蓋 ( RTR -03 D ) で 3 合を炊くと、ふきこぼれる場合があります。 

胚芽精米 
ち 米 

雑穀米 

60 分！;|上 

90 分！; Lb 

•水に浸してから炊飯してください。 

•やや水を多めにして < ださい。 

おか协 

日〜3日 分 

日〜3日 分 

•米粒がつぶれ、のり状にな 6 ないよラに塩は出来あがる直前に入れて<ださい。 
•出し汁やお茶を使ったおかゆちでさます。 


おかゆについて 

♦おかゆの加熱途中でかさミ屋ぜずざると、米粒びつぶれ、粘りびでたり、焦げつさやずくなりまず。 

参おかゆの炊飯量びあまり多いとふさこぼれび多くなりまずので、注意してください。 

参ふさこぼれる場合は、ふたを少しずらしたり、持ちあげたりして、ふさこぼれないよラにしてください。 

ふたをずらず場合は、水の量を一覧表よりやや多めにしてください。 

♦炊さあびったごはんからおかゆ（雑炊）を作るとさは、手動にて調理してください。 


ごはんからのおかゆの炊きかた 一( おかゆモードでの自動炊飯はできません) 


1人分（お茶わん約1杯分：1 50 g ) の例 

1 . ;令やごはんをプルに入れ、流水でサッと洗いめめりをとりまず。 

2. なべに、水 （2 カップ強〈約 400 mfi 〉） とごはんを入れ"強火"で炊きまず。 

3. 沸とうしたらあくをとり"弱火"で10~1已分炊きまず。 

4. コン□の火を消し、短など調味料を入れ、数回かさミ屋ぜて完成しまず。 

' - y 







ホタ飯 I こ適したなべ） 



ごはん 

おかゆ 

備 考 

別売の炊飯専用蓋旧 TR -03 D ) 

〇 

〇 

白米3合、全がゆ日.已合まで炊飯可能。 

(おかゆを炊く場合、ふさこぼれますのでふたをずらして使用してください） 

別売の炊飯用鍋 （ RTR - 已〇 0) 

〇 

〇 

白米已合、全がゆ1合、 t 分がゆ日.已合まで炊飯巧能。 

アル S 製のなべ 

〇 

〇 

薄手のなべの場合は、焦げつきやすくなります。 

ホー□-、ステンレス製のなべ 

〇 

〇 

. 白米は焦げる場合があります。 

•薄手 （2 .已下）のステンレス製のなべの場合は、焦げつきや 
す < なります。 

±なべ 

X 

〇 

白米はラまく炊けないので使用しないでください。 

ガラスなベ-圧力なベ-多層なベ 

X 

X 

ラまく炊けないので使用しないでください。 


参こんな場合ち、ごはんび固くなったり焦げたりして、ラまく炊けない場合びあります。 

•ふたとなべにすさ間びある場合 •なべび浅い場合 •ふたび軽い場合 •ふさこぼれた場合 
♦別売の炊飯専巧蓋-炊飯用觸をご使用の場合は、炊飯専用蓋-炊飯用網の取扱説明書ちおずお読みください。 
参なベ底び温度センサーの頭部に密着しないなベや、安定性の悪いなべは使用しないでください。 


r なべのセット ) 水に浸したお米の入ったなべにふたをして、ごとくの中央の温度セ 
- ンサーびなべ底に密着ずるよラに正しくセットしまず。 

ぉ願し)ミ豆郎ン tt -® 頭部&びなベ励こ水' 米粒が®胃物かなぃこ巧確認し " c くだ. 
さい。 




なべ 


〜密着 
温度センサー 



-操作部の説明 


の飯モード 
表示ランプ 


げ飯スイッチ 


160晒] 200 

〇 〇 〇 

感 

揚げちの 

I—湯わかし • 


湯栅し因脚おかゆ 

〇 を め 

后が 

湯わ Mte ： 飯 


或-点口 

微芦滅 


回み力調節 


♦义力調節つまみをちにゆっくりスライドさせの■邸の位置に合わせ 
る。 


強胃鏡 ! If 弱 


♦火力を合わせる。 


义力調節つまみは必ず強の位置からの|飯の位置に合わせ 
お願し1てください。点义した後、义力調節つまみを一旦弱の 
位置にしてから炊飯位置に合わせたり、火力設定をさ 
れませんと上手に炊飯でさません。 


配ード設定 



図はごはんモードの場合 


♦炊飯モードを選択ずる。 

※湯わかし-炊飯スイッチを2回巧ずとごはんモードに設定さ 
れ、ごはんモード表示ランプび点なしまず。湯わかし-炊飯ス 
イッチを巧すごとに湯わかし^ごはん^おかゆ^取り1消しと 

切り曽わりまず。 

※取り消しずる場合、さらに湯わかし•炊飯スイッチを巧し、還 
択した炊飯モード表示ランプを消なさせます。〔炊飯モードび 
取り消された場合は、自動判別モードに設定されまず。 

※炊飯モードを解除ずるとさは、一旦消火してください。 

※炊飯の途中で水をたしたり、なべのふたをあけたりしないでく 
ださい。 

※炊飯の途中で炊飯モードを切り替えたり、他のスイッチを押さ 
ないでください。上手に炊飯でさない場合びありまず。 














自動消乂後 


(む5し中） 


160厕200湯し因面!おかゆ 

r\ r\ r\ r\ . r\ 

一一 一 

一 : w. 一 

盾"^ 

揚げちの 

湯わかし•巧飯 


図はごはんモードの場合 
おかゆの場合は項目固へ 


む5し (10 分)終了後(ごはん) 
おかゆ炊飯終了後 

1601^200湯棚し因雨)おかゆ 

〇 〇 〇 〇 が 〇 

感遙） 

揚げをの 湯わかし•炊飯 

図はごはんモードの場合 


♦炊さ上びると自動消义し、同時にブザーび「ピピピッ」と3回鳴 
ってお知らせしまず。（ごはんモードの表示ランプは点灯したま 
までず。）10分のむらしび終了ずるとブザーび「ピー」と1回 
鳴ってお知らせし、ごはんモード表示ランプび点滅しまず。 
♦おかゆモードの場合、炊さ上びると自動消义し、同時に炊飯完了 
をブザーび「ピー」と1回鳴ってお知らせし、おかゆモード表示 
ランプび点滅しまず。 

♦操作ボタンを押し消义の状態にずる。（消义の状態にをどずまで、 
使用した炊飯モードの表示ランプは点滅し続けまず。また、1分 
毎にブザーび「ピピッ」と已回鳴ってお知らせしまず。） 

※炊飯完了時間はむらし] 0分を含め、白米び約28〜3已分、 
おかゆは約38〜4已分でず。 

《2度炊さや温めなおしは自動消火しないため、焦げつさまず。 

♦おかゆの場合はむ5ず必要はありません。 

♦炊飯完了後（むらし完了後)、ごはんをよくかさまぜる。 （余分な 
水分び逃げ、ごはんびおいしくなりまず。） 


r v 

お願い 


• 火力調節つまみを.の位置に合わせた後、ずぐに炊飯スイッチを押し、モ-ドを設定してください。 
•炊き上びりは、お米の種類、水の量、浸ず時間などにより変わりまず。お好みに応じて工夫してお使 
い < ださい。 




ほいかた 


揚げちの温度調節機能（標準バーナーのみ) 


天ぷ b • フライなどの揚げちのを調理ずる時に油の温度を一定に保つことびでさまず。揚げちのスイッチを押ず 
ことにより1巨 0° C 、]8 crc 、200° C の3段階の温度を設定ずることびできまず。 


円点 

乂 


ボタン表示窓啸勘 

\ 一一 

\ 

( 反 5 

- 

\ 

強^^ ^51を 弱 


. \ 

参な ベの大きさに 



\応じた义力にし 

八 

♦操作ボタンをしりぱい 

\て < ださい。 

最後までゆっくり巧しきる。\ 


操作部の説明- 


設定ミ品度一 
表示ランプ 


160厕200 


のをの 


揚げ 


たの 


揚げちのスイッチ • 


湯かし因面)おかゆ 

〇 〇 

湯わかし•巧:飯 


西ード設定 



♦揚げちのスイッチを押ず。 

※揚げちの設定温度表示ランプび点なしまず。 
※最初に巧したときは、] 80でに設定されていまず。 


娠点口 
風点滅 



♦揚げちのスイッチを押し温度を合わせる。 

-揚げものスイッチを巧ずごとに、 

180で一200で一1巨 0° C 一取り消しと温度設定び 
t _ I 

切0替わ0まず。 

'揚げちのモードび取り消された場合は、自動判別モードに設定さ' 
、れまず 。, 
※揚げちのモード使用中に湯わかし-炊飯スイッチは巧さないでく 
ださい。（後か b 押されたモードに切0曽わ〇まず。） 


ちよつと^ •メニューに合わせ、170°じ、190°じ、210°じの温度を設定ずることもできまず。 

、 便利 J ri 7 crc 、 19 o ° c 、2 icrc に温度を設定ずるとき ) 

•揚げものスイッチを巧し （ r ピッ」と鳴り 180° C の設定温度表示ランプび点な）、そのまま約3秒押し続けると「ピ 
ッ」と鳴り、 ]80° C の設定温度表示ランプび点滅し、 ] 9ぴ C の設定になりまず。 （180° CLU 外の温度では押し続け 
ても変更できません。）その後、スイッチを巧ずごとに170でまで10で毎の温度設定びできるようになりまず。 


{ 「設定温度] 「180じ|一 n 日 O ’ C 」 一 「吕00。〇] 一 「210。〇| 一 「1日0亡」 — 「170。〇| 一 全て取りミ肖し 

,1が！®1200 (〇)160111200 

% ^ W 

押す 揚げちの 押す 揚げちの 

「ピカピカッ……」 

点滅 


160晒1200 



] 回 
押す 


(押し続けて3砂後） 


「ピカピカツ.. 
点滅 


160圆200 

〇 〇ホ 

揚げちの 


点灯 


巧1側攀或 


1回 
巧す 


揚げちの 

「ピカピカッ…. 
点滅 


] 回 
押す 


160厕200 
ホ〇 〇 

揚げモの 

点打 


※消火した場合はこの設定は解除されまず。そのため、ご使巧の際は、上記操作を再度行って<ださい。 
※調理の途中でち設定温度を変えることびでさまず。 


ちょっと便利 i 

〈揚げちの調理の目安〉 


1日抓 

鶏のか6揚げ、フ U ッター、ドーナツ 

180亡 

天ぷら、コ□ッケ、フライ、とんかつ 

吕〇〇亡 

クルトン、かをちちあげ 


♦フライパンで揚げちのじ(外の調理ちでさまず。 
〈調理の目を〉 

1日〇〜18 0° C 「お好み焼き、ギヨーヴ 


※焦げの程度はなべのな質、火力、調理内容により異なりまず。 
※フライパンの種類、料理によっては焦げめび強 <つ< 場合びあ 
りますので焼さ加減を見なびら設定温度を調節してください。 

















♦油び設定された温度になるとブヴーび「ピピピッ」と3回鳴って 
お知らせしまず。 

♦調理を始めてください。 

-あとは自動的に火力調節して油の温度を保ちまず。 

. 途中で材料を多<入れ油温び大を<下びった場合は、設定温度に 
なったとを再びブヴーび「ピピピッ」と3回鳴ってお知らせしま 
す。 

♦調理終了後は、操作ボタンを押して消火の状態にちどず。 


' • 揚げちのモードの温度は天ぷ5用鉄製なベで設定してありまず。なべの種類や厚さ、油の量などによつ 

お願し、 て設定した温度と異なる場合びありまずので設定温度を加減してお使いください。 

、 ，•なべの巧罰ホ、鉄製なベで、油量は已 OOmfi 〜 1B び最適でず。アルミや銅は設定温度より低めに、ステ 

ンレス•ホー□-は高めに温度制御しまず。油量びをいと設定温度より低めに、油量び少ないと高めに 
温度制御しまず。 



湯わかし自動消义機能（標準バーナーのみ) 


沸とラ後、自動的にル乂になりそのままにしておくと、約已分後に自動消火しまず。 

♦底の平らな金属製のやかんやなべにきちんとふたをして（標準パーナー已〇 OmS 〜 22) の水を入れてお使い 
<ださい。 

♦沸とうずるまでの間は、ふたの開け閉めをしたり、中の水をかき混ぜたり、なべを動かしたり、水や具を入れ 
て使用しないで<ださい。温度センヴーび正し<検知しない場合びありまず。 

♦やかんやなべなどの底び巧れていたり、さびていたりずると、 locrc より低めで沸とうしたと判断ずる場合び 
ありまず。 

※一度わかしたお湯（約 70° C じ Lb ) を再び湯わかしモードでわかずと、 locrc になる前に沸とラしたと判断ず 
る場合びありまず。 

※なべなどの材質、形状、水量により沸とうのお知らせび吕〜3分遅れる場合や、 locrc より低めで沸とうした 
と判断ずる場合びありまず。またふきこぼれる場合ちありまずので、やけどにま意してください。 
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♦操作ボタンをしりぱい 
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最後までゆっくり巧しきる。\ 


操作部の説明- 


160陋1200 

〇 〇 〇 

揚げちの 


I— 湯わかしモード表示ランプ 




。一 U U 


湯わかし•炊飯 

■湯わかし•炊飯スイッチ 




点な 


おード設定 


160 fp 200 




觸 


揚げちの 



♦湯わかし-炊飯スイッチを押ず。 

※湯わかしモードに設定され、湯わかしモード表示ランプび点なします。 

※湯わかし-炊飯スイッチを押ずごとに 

湯わかし^ごはん^おかゆ^取り消しと切り替わりまず。 
t _ I 

※取り消しずる場合、さ b に湯わかし-炊飯スイッチを3回巧し、 
湯わかしモード表示ランプを消なさせまず。 

〔湯わかしモードび取り消された場合は、自動判別モードに設定 
されます。〕 


※湯わかしモード使用中には揚げものスイッチ、湯わかし-炊飯スイッチは巧さないでください。（後から押され 
たモードに切0曽わ〇まず。） 

※湯わかしモードを解除ずるとさは、一旦消火してください。 


座弗と5 


tr 

屏"爲 



ル义 


♦沸とうするとブヴーび「ピピピッ」と3回鳴ってお知らせし、ル 
乂にな0まず。 

♦約已分後に、ブヴーび「ピー」と]回鳴ってお知らせし、湯ね 
かしモード表示ランプび点滅し、自動消火しまず。 

♦自動消火後は、操作ボタンを押して消义の状態にずる。（消义の 
状態にもどずまで、湯わかしモード表示ランプは点滅し続けまず。 
また、1分毎にブザーび「ピピッ」と已回鳴ってお知らせしまず。） 













ほいかた 


自動判別モード 


自動判別モードでは、機器び自動的に料理の種類を判別し、焦げつきはじめると自動消火ずる機能、高温調理の時、 
自動的に高温で温度調節ずる機能、天ぷら油び発火ずる前に自動消火ずる機能び働さまず。揚げちの、湯わかし • 
炊飯スイツチにてモードを還択しない場合は、自動判別モードに設定されていまず。 


コン□消し忘れ消义機能 


消し忘れを防止ずるために、点火してか b の連続使巧時間を判断して、約2時間経過ずると 
自動消火し、同時にブヴーび「ピー」と3回鳴ってお知らせずる機能でず。白 fl 臣白 

♦コン□消し忘れ消火機能び作動した5 

すぐに操作ボタンを巧し消火の状態にしてください。点火ずるとさは、再度点火操作を行っ 
て < ださい。 



焦げつさ消乂機能 


煮ものなどで水分びなくなり、なべの底び焦げついてくるとなべを傷める前に自動消火し、同時にブヴーび「ピー」 
と已回鳴ってお知らせずる機能でず。巧蹈 

♦焦げつき消义機能び作動した5 

すぐに操作ボタンを巧して消火の状態にしてください。 

♦再度点义ずるとさは 

焦げつさやすくなるので、よラずを見なびら煮こんでください。 

r •カラメル、みその加熱など、水分の少ない調理は、ひどく焦げつくことびありまずのでま意してくだ 

お願い さい。 

I • ±なべを使用した場合、弱义か5中义にずると消义ずることびありまず。このよラな場合は再度点义し、 

中义にしてようずを見なび5ご利用ください。放置ずるとひどく焦げつくことびありまず。 

•カレーやシチューなどとろみのある料理や煮ちのなどを再加熱ずるとさは、水を加え、弱义でよラず 
を見なび5ご利用ください。放置ずるとひどく焦げつくことびありまず。 

• なべを持ち上げたり、ごとくから浮かせて調理ずると焦げつき消义機能び作動し、消义ずることがあ 
りまず。 

• 圧力なベやお水なベを使用した料理、鶏のもち焼きなどフライパンを使用した料理では焦げつき消义 
機能び働さ、消义ずる場合びありまず。このよラな場合は再度点义してご使用ください。 









センサー解除機能（チャオパーナー 


チャオバーナーで、炒る料理やあぶり料理などのから焼さにちかい高温調理をしたいとさに使用ずる機能でず。 
天ぷら油過熱防止機能と焦げつさ消火機能を解除し、高温調理びでさまず。（約30分間使用でさまず。） 
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、♦义 力は調理に 

可 

参操作ボタンをいっぱい 

\合わせてお使い 
\ <ださい。 

最後までゆっくり巧しきる。\ 


--操作部の説明- 

I ——センサーお除モード表示ランプ 



3秒巧し 

-センサー辭除スイッチ 



ホ点口 



ド設定 

i 

1 

1 ^ 

:、 


♦センサー解除スイツチを3秒長押しずる。 

ブヴーび「ピツ」と]回鳴ってお知日せずると同時にセンサー解 
除モード表示ランプび点巧し、センサー解除モードに設定されま 
す。 


• もう一度センサー解除スイッチを押ずと取り消しになりまず。 



♦約30分経過ずると、ブヴーび「ピー」と3回鳴ってお知らせし、 
センサー解除モード表示ランプび点滅し、自動消火しまず。 



♦自動消火後は、操作ボタンを巧して消火の状態にずる。(消火の状 
態にちどずまで、センサー解除モード表示ランプは点滅し続けま 
す。また、1分毎にブプーび「ピピッ」と已回鳴ってお知らせしまず。） 
♦必ず火び消えたことを確認ずる。 


[ A 警告 


■チャオバーナーのセンサー解除モードは揚げちの調理 

には使用しない 

の 

ノ 

調理油の温度び高くなり、発火するおそれびあります。 

V 


使用中に自動的にル义になったときは(コン□パ-ナ -) 


異常過熱を防止するため高温自動温度調節機能が作動 


焼さちの料理-炒りちの料理などのから焼さに近い高温調理をした時に、なべの異常過熱を防止ずるため火力を 
自動的にル乂-大乂と調節ずる高温自動温度調節機能び作動ずることびありまず。（最初にル乂になったとさ、ブ 
ヴーび「ピピピッ」と鳴ってお知らせしまず。）この状態び約30分じ(上続いた場合、または温度びさらに上昇し 
た場合は自動消火しまず。（自動消火した場合は、なべなどび大変熱くなっていまず。やけどに注意してください。） 
調理に支障びある場合は、センサー解除機能（チャオバーナー）をお使いください。 
















ほいかた 



グリル 


A 江意 

本機器はグ U ル皿に水を入れる必要びないタイプ 
です。 

■グリル皿に水を入れないで使用する A 

グ 1 」ルを使用するときは、グ 1 」ル皿に水を入 mm 
れないで使用してください。グ1」ル皿び浅く^^ 
なっているため、こぼれてやけどをする原因になります。 


グリルを使用ずる前に 


r はじめて使用ずるときはか5焼きび必要） 

工場出荷時の加工油を焼ささるため、グ U ル焼網を取りはずした状態で約已分から焼さをしてください。このとさ、 
煙びでまずび異萬ではありません。また、脂身の多い魚などを焼く場合にグ U ル排気 DLU 外（ごとくの周りやグ 
U ルとびら前面など）から煙び出る場合びありまずび異常ではありません。 


グリル消し忘れ消义機能 


消し忘れを防止ずるために、点火してか b の連続使用時間を判断して、 
約]已分経過ずると自動消火し、同時にブヴーで 約15分 

「ピー」と]回鳴ってお知らせずる機能でず。 

♦グリル消し忘れ消义機能び作動した5 
すぐに操作ボタンを巧し消火の状態にしてください。 

グ U ル皿にたまった脂などを掃除して再度点火操作 
を行ってください。 



グリルお知5せブザー 


グ U ルを点火後、約3分毎にブヴーび「ピ 
ピッ」と]回鳴って、グ U ルを使用中で 
あることをお知らせしまず。（調理時間の 
目安としてちお使いいただけます。） 


グリル過熱防止センサー 


魚などの調理物を入れないでから焼さした場合など、グ U ル庫内の温度び異常に高くなった場合に自動消火しま 
す。また連続で使巧した場合にちグ U ル過熱防止センサーび作動し、自動消火ずる場合びありまず。（消火と同時 
にブヴーび「ピー」と3回鳴りまず。）白 Ogg 

♦グリル過熱防止センサーび作動した5 

グ U ル庫内の温度びある程度下びるまで使用でさない機能になっていまずので、約3分待ってから点火操作を 
して < ださい。 

r -調理物の種類によっては、グリル消し忘れ消义機能やグリル過熱防止センサーび作動ずる前に発义ずる 

お願いことびありまずので、機器から離れないようにし、焼きずざにま意してください。 

1 ^例）めざしやラるめなどの小魚、干し物や脂分のをいにしん、塩さば、鶏肉など。 


グリル皿とグリル焼網のセット•グリルとび5(グリル皿)の出し入れ 


( グリル皿のセット 

グ U ル皿の「テマエ」 
刻印を手前にして、 
後部2箇所の切り 
欠さに、グ U ル皿 
受け後部の棒び入 
るよラにセットし 
て < ださい。 


グ I 」ル皿 


切り义を 



グ1」ルとびら 


グリル焼網のセツ 


グ I 」ル焼網 


グ U ル焼網をグ U ル皿 
にセットずる際、グ U 
ル焼網の脚のツメ 
をグ U ル皿の角巧 
に確実にセット 「テマエ」 


脚のツメ （1 本） 

角巧 （1 巧） 


0 cK 9 〇 


刻印 



角巧に巧） 


グ U ル皿 


C 引さ出ずとさ^ 

グ U ルとびらを止まるところまでいっぱいに引き出 
ずと、グ U ルとびら 
だけび下び0、焼さ 
物の出し入れ確認び 
簡単に行えまず。 



C 取り出ずとき） 


グ Uj レ皿を取り出すときは、グ U ルとびらを止まる 


ところまでいっぱいに 
引さ出してから、その 
まま持ち上げて取り出 
します 0 



C 持ち運ぶとき： ） 

グ U ルとびら取っ手を両手 
でしっかりと持ち、水平に 
ゆっくり持ち運んでくださ 
い。 










下ごし s え 

参;令まの魚は、しっかり解凍してから焼きます。解凍していないと時間びかかり、を全機能び作動することびあります。 
参魚は水洗いした日、よく水気をふさ取りまず。 

参みそ漬けや巧漬けは、みそや巧をよくふさ取ってから焼さまず。 

♦たれつさのつけ焼さや下味をつけた魚などは、焦げやずいので、弱火でゆつ<0と焼いて<ださい。 


塩加減のこつ） 

参短をつけると、身びしまって身崩れしにくくなりまず。 乃し^はく 

参サバやイワシなど背の青い魚は脂肪分び多いので、多めに稳をして時間をおさ、身を y/K 

しめます。白身魚は、短をかなめにふり、時間も短めで良いでしょラ。 

♦川魚やイカ、エビ、貝などは、焼く直前に短をしましょう。 

♦魚の重量の2%程度の短をつけまず。身の厚いところには厚く、ラずいところにはラ 
す < つけまず。 

参尾やヒレは特に焦げやずいので、多めに短をつけてください。また、アル S はくで包んでおくと、焦げかた 
び少なくなりまず。 


魚焼をのこつ 


魚の置きかた) 

♦魚は一尾だけ焼<場合で 
ち、中央ではな < 端に置い 
て < ださい。 

(グ U ルは端の方び火力び 
強いので、よ0早< 火び通 
りまず。） 

♦魚は頭び奥に、尾び手前に 
なるよラに置いてください。 
参詳し<は付属のクッキング 
ブックをご覧ください。 


左ちどち5かに 


左ち均等に 


別! g| 三 




魚を1尾焼<場合 


魚を2尾焼<場合 




魚を3尾政上焼 < 場合 


焼きあびった魚を取り出し易くするには？ 


本機器のグ U ル焼網は、魚などびくっつきにくくなるようフッ素コート加工を施してありま 
すび、経年変化や魚の種類によってはくっつく場合びありまず。そのとさは、下記のよラな 
使い方をしてください。 

♦グ U ル焼網に油を塗って予熱をずる。 

あらかじめ、グ U ル焼網に油をラすく塗り、]〜2分予熱しまず。油の膜びでさ、魚など 
びグ U ル焼網にくっつきにくく、取り出し易くなりまず。 

♦焼きあび〇たを、娜り肌には？ 

はしを焼網と平行に入れ、魚を軽く持ち上げなびら、網からはびしてから、取り出し ^ 

ます。フライ返しを使ってはびしてから、はしで取り出ず方法もありまず。 

※両面焼さグリルは、上火-下火両面か b 加熱ずるため、片面焼グ U ルに比べ煙び多くでたり、魚びグ U ル焼網 
に付着し易くなったりしまず。 

a •両面焼グリルは、上下の焼さ方び違ラので、表と裏の焼さ具合び同じになるとは限りません。上义、 
下义それぞれの火力調節を利用してお好みの焼さ色にしてください。 

•グリル皿は急に;ちやさないでください。使用直後に、グリル皿に水をかけると変形ずることびありまず。 
グリル皿か冷えてか6お手入れしてください。 

• グリルを続けて使用ずる場合は約3分、間をあけてください。庫内び高温のまま焼き始めると中まで 
义び通6ないラちに自動消义ずる場合びありまず。 

•脂のをい食材など調理物によっては過熱防止のため、焼さあびる前にグリル過熱防止センサーび作動 
し自動消义ずる場合びありまず。このような場合、約3分待ってから再度点火操作をしてください。 

• I ストやクッキーなどの調理に便利な別売の水なし両面焼きグリル用調理プレート RCP -62 V を用 
意していまず。おホめの場合は、お買い上げの販売店またはもよりの東京ガスに連絡してください。 







I 使用中に消义したときは I 

ずぐに操作ボタンを押し消义の状態にずる。操作ボタンを消义の状態にちどさない場合、1分毎にブザーび「ピ 
ピッ」と已回鳴って、お知6せしまず。ただし、他のバーナーを使用中は、ブザーは鳴りません。@ 


天ぷ5油過熱防止機能び作動 


消し忘れなどによって起こる調理油の異萬過熱時に自 
動消火しまず。 

※消火と同時にブヴーび「ピー」と已回鳴ってお知ら 
せします。@白@@ 

♦ずぐに操作ボタンを押し消义の状態にずる。 

♦再度点义ずるとさは 

※なべや油び非甫に熱くなっていまずので、やけどに 
じゅラぶん注意して、水を入れたなべや水に浸した 
巧などで温度センサーを;令やしてから点火ずる。 


焦げつき消义機能び作 i 


煮ちのなどで水分びな<なり、なべの底び焦げつさは 
じめると自動消火しまず。 

※消火と同時にプヴーび「ピー」と已回鳴ってお知ら 
せします 。 gfl 

♦ずぐに操作ボタンを押し消义の状態にずる。 


ミ肖し忘れ消义機能び作動 


消し忘れを防止ずるために、点火してからの連続使用 
時間を判断して、一定時間じ(上になると自動消火しま 
す。（標準バーナー•チャオバーナー約2時間、グ U 
ル約1已分） 

※消火と同時にブヴーび「ピー」と3回鳴ってお知ら 
せします。臣国 

♦ずぐに操作ボタンを押し消义の状態にずる。 



乾電池の容量び全 くな<なつ た場合、自動消火しまず。 
※消火と同時にブヴーび「ピー」と3回鳴ってお知ら 
せします 。 gfl 

♦ずぐに操作ボタンを押し消义の状態にずる。 

※乾電池を交換してくださぃ。 （ U 1 


煮こぼれなどで火び消えると、 


安を装置び作 


ガスを自動的に止めま 


(ガスび止まるまで少し時間びかかりまず） 


ず。 （ 

※ガ； 

てお知らせしまず。 SB 白白 


ガスび止まると同時にブヴーび「ピー」と3回鳴つ 


♦ずぐに操作ボタンを巧し消义の状態にずる。 

♦再度点义ずるとさは 

※周囲にガスびなくなったことを確認し、グ U ルの 
場合はグ U ルとびらを開け空気を入れ替えて、立 
消えを全装置（炎検知部）のちれをふさ取ってか 
ら点乂ずる。 


お願い 



立消え安全装置（炎検知部）に水滴や煮こ 
ぼれびつくと、点义しにくくなりまず。水 
滴や煮こぼれはふさ取つてください。 

立消え安を装置（炎検知部）に硬いちのを 
ぶつけないで< ださい 。ぶ 
まびったり、変お m 3 

し点义しにくくな 
りまず。 



装置 


グリル過熱防止センサー作動 


魚などの調理物を入れないでから焼さした場合など、 
グ U ル庫内の温度び異常に高<なった場合に自動消火 
します。また、連続で使用した場合にちグ U ル過熱防 
止センサーび作動し、自動消火ずる場合びありまず。 
※消火と同時にブヴーび「ピー」と3回鳴ってお知ら 
せしまず 。 gfl 

♦ずぐに操作ボタンを押し消义の状態にずる。 

♦再度点义ずるとさは 

※グ U j レ庫内の温度びある程度下びるまで使用でさ 
ません。約3分待ってから点火操作をしてくださ 
し)。 


電池交換サイン（乾電池の交換時期をランプにてお知5せします。) 


■この機器は天ぷら油過熱防止機能、コン□消し忘れ消火機能などの制御をずるた 
めに乾電池を使用していまず。 

■乾電池の交換時期をお知らせずる電池交換サイン（ランプ）びついていまず。 
♦点滅……新しい乾電池を用意して<ださい。 

♦点な……新しい乾電池と交換して<ださい。 

電池交換サイン（ランプ）び点なずるとコン□バーナーとグ U ルの機器 
すべてび使用でさなくなります。操作ボタンを押し点火してち安全のた 
め手を離すと消火ずるよラになっていまず。電池交換サイン（ランプ） 
び点巧したら、新しい乾電池と交換して<ださい。 


•乾電池は単1形アルカリ乾電池をご使用ください。 

• 乾電池び正しくセットされていなかつたり、乾電池の容量びなくなつ 
たとさは、点なしません。 


ぉ願ぃ， 









お手入れのしかた 


A 注意 


■点検•お手入れは、ガスをを閉め、機器がちえてか！5^ 
手袋をはめて行う A 

参やけどや器具の角などでけびをずる原因にな0まず。 

(グ U ル庫内•排気□•パーナーまわりは特に注意してください。）また、 
お手入れする部品じ(がは、はずさないで< ださい。 

参機器本体に水をかけたり、丸洗いしないでください。 

♦点検-お手入れ後は、機器およびグ U ル庫内にふさん-紙類などを置さ 
忘れていないか確認してください。 


• ご使用上支障びない場合で 
ち、不慮の事故を防ざ、安む 
してより長くご使用いただく 
ために、年1回程度の定期点 
検をおずずめしまず。 


曰常の点検 


参機器周辺に燃えやずいちのび置いてありませんか。 

♦しる受け、バーナーキャップは正し<セットされていまずか。 
参グ U ル皿に脂びたまっていませんか。 

♦ゴム管の接続は確実でずか。 

参ゴム管は傷んでいませんか。 

♦立消え安全装置（炎検知部）-温度センサーび巧れていませんか。 
参バーナーの炎□び煮汁などでつまっていませんか。 


お手入れの道具と洗剤について 


C お手入れの手順•ポイント') 

① 手袋をしまず。道具-洗剤を用意しまず。 

② 洗剤は、「台所巧」「住居巧」などの巧途や、液性（中性•弱アルカ U 性•弱酸性）を確認してミちれにあったち 
のを選びます。道具-洗剤-食器洗い乾燥機の取扱説明書や注意をよ<読み、使えるか確認しまず。まず、道 
具や洗剤を目立たない部分で試してから、使巧してください。 

③ スプレーで洗剤を直接かけず、スポンジや巧に含ませてか b 使用しまず。 

④ 水洗いした後は、必ずふさ取0、水気や洗剤を残さないよラにして<ださい。 

♦守らないと、機器や部品表面のはびれ-欠け•変色•変質-さび-割れ-キズの原因となりまず。 


使ってよい道具’洗剤 

變參自台麵ま洗き" 

スポンジたわしやわらかい歯ブラシやわ b かい巧 (野菜•食器洗い用） 

♦巧-スポンジたわし、歯ブラシに水や台所 
用中性洗剤を含ませてふいて、その後乾い 
た巧で水気をふさ取ってください。 


使ってはいけない道具-洗剤 

m 鑛雜の 

金属たわし硬いブラシ^ナイ□ンたねし亀のテたわし 

♦硬いため、部品-グ U ルとびらガラス-ホー □ 
一や塗装の表面にキズびつさまず。はびれ • 欠け- 
変色•変質-さび-割れの原因になりまず。 

曇 

ク就 玉 

8 珍の 

め S き粉 スポンジたわし裏面(硬い） 

♦スポンジたわしの裏面は硬く、研磨剤ち付着し 
ています。 

♦研磨剤で、部品-グ U ルとび日ガラス-ホー □ 
一や塗装の表面にキズびつさ、はびれ-欠け- 
変色•変質-さび-割れの原因にな0まず。 

胃警 .堯の 

参基本的に使ってはいけません。表面の変質•キズ • 
変色-さびる場合びありまず。 

♦ちし使ラ場合は、「お手入れの手順•ポイント」 
を守って使ってください。ただし、機器表面や 
前面ノ（ネルには絶巧に使用しないでください。 

づ 酸性.アルカ U 性. ，シ， 1シンナーベンジン. ( \) 

—1漂白剤 アル コ-ル 

♦部品やホー□一 -塗装の表面び変質し、はびれ- 
変色.さびの原因になりまず。 

( 

浸スプ レ-式縮" り 

参機器内部に洗剤び入ると、電子部品に付着して作動不 
良や、腐食して故障の原因になります。機器に直接かけ 
ずに、必ず巧に含ませてからお手入れしてください。 


♦上記記載の使ってよい道具-洗剤 LU 外の道具や洗剤ち使巧しないでください。 












お手入れのしかた 


バーナーキヤップ 


目づまりしていたら、炎 
□をブラシや針金などで 
掃除をする。 

お手入れ後は正し<セツ 
卜し、正常に燃焼するこ 
とを確認してください。 



f . 

お願い 


•バーナーキャップの表面（黒い部分）を台 
所用中性洗剤（野菜•食器洗い用）がの 
ミ先剤でお手入れをずると黒い部分びはびれ 
ることびありまず。万一はびれた場合でち 
そのままご使用いただいて問題ありません。 
•煮こぼれしたときは、おずお手入れしてく 
ださい。 


グリル皿•グリルとび5•グリル排気□カバー•グリル焼網 


使用後そのつど台所用中性洗剤（野菜•食器洗い用）を含ませたスポンジたわし 
でお手入れをする。（取り外してお手入れびできます。）ミちれび落ちにくい場合は、 
台所用中性洗剤や水でミちれた部分を湿らせ、しばらくしてからスポンジややわ b 
かい巧でふき取ってください。 


•グリルとび6の取りがしかた 

1. 巧さえバネを♦①の方向に下げる。 

2. グ U ルとびらをグ③の方向にたお 
す。 

/\ グ I 」ルとびら 


|| 押さえバネ 

f •グリル皿は、ちれたまま使 

お願い 用しまずと、こびりついた 
I J 脂ちれがとれにくくな〇シ 
S び残ったり、発义ずるこ 
とびあ0まず。 

押さえパネには変おしてちど6なくな 
るほど必要に Lh に力を加えないでくだ 
さい。変おしてしまラとグリルとび6 
が正し < 取り付け6れな < なって使用 
中にはずれる場合びあり、やけどやけ 
がの原因となりまず。 

グリル皿はクリアコート加工、グリル 
焼網はフッ素コート加工されており、 
台所用中性洗剤（野菜-食器洗い用） 
がの洗剤-みびき粉-硬いものでお 
手入れをずると、グリル皿のクリアコ 
ート-グリル焼網のフッ素コートびは 
びれたり、シ S •変色の原因となりま 
ずので使用しないでください。 

グリル皿にシワ状の模様や一部黒ずん 
で見える場合びありまずび、性能上全 
く問題ありません。 


•グリルとび6の取り付けかた 

1. グ U ル皿受けのツメ 2箇所をグ U 
ルとびらの角巧にはめ込む。 

2. ソの方向にグ U ルとびらを回転させ 
る。巧さえバネびグ U ル皿受けに確 
実にはまっているか確認する。 


グ I 」ル皿受け 



グ1」ルとび6 


>グリル皿の取り付け 

グ U ル皿の「テマエ」刻印を手前にし 
て、後部2箇所の切り欠さに、グリル 
皿受け後部の棒び入るよラにセットし 
てください。 


グ I 」ル皿- 


「テマエ」刻印 


グ U ルとびら 


切り欠を 


グ I 」ル皿受け 


セットした巧態 



グリルとび5ガラス 


※ミちれたらそのつどやわらかい巧でふさ、 
お手入れをする。 

•ミちれび落ちにくいとさは、台所用中性洗 
剤（野菜-食器洗い用）でちれた部分を 
湿らせておさ、水を含んだ巧でふさ取る。 


お願い 


みびき粉•硬いものでお 
手入れをずると、ガラス 
にキズびつさ割れる原因 
になりまずので使用しな 
いで < ださい。 











ごと <• しる受け 


•使用後そのつど台所用中性洗剤（野菜•食器洗い用）を含ませたスポンジたわしでお手入れをする。（お手入れをしな 
いとよごれび焼さつくことびあるので、こまめにお手入れしてください。） 


巧れびひどかったり、こびり付さびとれないとさは？ 

• 台所用中性洗剤をおだた水を含ませた紙や巧で湿らせ、そのまま置いておいたり、またつけ置さしてお<とミちれび浮 
さあびってさます。また、煮洗いするとさらにミちれを落としやすくなります。最後に水洗いし、水気をふき取ります。 


それでち巧れびとれない場合は、じ TF の方法で巧れを落としまず。 

※ただし、これらは基本的には使っていけないちので、表面にキズびついたり、変色•変質することびあります。目立 
たない部分で試してからお使いください。 

.重曹を水でめらしたスポンジや歯ブラシにつけて、ミちれを落とします。また、重曹を溶かした水につけ置さした後、 
ミちれを落とします。それでちミちれびとれない場合は、そのまま30分ほど煮込むとミちれを落としやすくなります。残 
ったミちれは、害帖しやへラを使ってこすり落とします。その後水洗いします。 

•弱アルカ U 性洗剤-歯みびさ粉-ク U —ムクレンヴーをスポンジにつけて、ミちれを落とします。 


^ごとく -しる受けはホー□-仕上げでず。変色やはびれびあっても性能に彰響はありません。再購入をご希 
お願し>1望の際は、お買い上げの販売店またはちよりのま京ガスにお問い合わせください。 



立消えき全装置(炎検知部)•点义プラグ•温度センサー 


’ミちれや水気をやわらかい歯ブラシなどで落とす。 
(ミちれや水気び付いていると点火しにくくなりま 
す。） 

’温度センサーをお手入れするときは、温度センサ 
一に片手を添えて、かたくしぼった巧で温度セン 
ヴーの頭部および側面の巧れをふさ取って < だ 
さい。 


温度センサー 

やね5かい歯ブラシ 



点义プラグ 


立消えをを装置 
(炎検知部） 


お願い 


硬いブラシでお手入れをしたり、立消え安全装置（炎検知部）•点义プラグ- 
温度センサーを傾けたりしないでください。点义不良や立消えの原因になり 
まず。 


機器表面-前面パネル 



•台所用中性洗剤（野案’食器洗い用）を含ませたスポンジたわし’やわらかい巧でふさ、 
お手入れ後は乾いた巧で水気をふさ取る。 

スプレー式洗剤は使用しないでください。機器前面などか6内部へ洗剤び 
入りまずと電子基板の誤作動や部品の腐食などにより機器び損傷ずる場合 
があ D まず。 

印刷面にはみびき粉•金属たわしなど硬いものは使わないでくださし、表面 
にキズびつさまず。 


ッププレート 


※ミちれたらそのつどやわ b かい巧でふさお手入れをする。ミちれたまま放置するとシ= 
びのこる原因となります。 

•ミちれび落ちに < いとさは、台所用中性洗剤（野菜•食器洗い用）でミちれた部分を湿 
らせておさ、水を含んだ巧でふさ取る。 


お願い 


トッププレートを台所用中性洗剤（野菜•食器洗い用）がの洗剤やみび 
き粉-硬いものでお手入れをずると、フッ素コートびはびれたりシミ•変 
色の原因となりまずので使用しないでください。 

長期間使用ずるとフッ素コートび変色ずることびありまずび、フッ素の効 
果には彰響ありません。 

トッププレートには安全に関ずるを意ラベルび張り付けてありまず。巧れ 
たり読めなくなったときはやわ6かい巧などでちれをふき取ってください。 
また、お手入れの際にははびれないようにごを意ください。もしはびれた 
り読めなくなった場合は、お買い上げの販売店またはもよりのま京ガスで 
新しいラベルを再購入のうえ、張り替えてください。 








A 警告 


■使用中に異常を感じたときはずぐに使用を中止ずる 

あわてずガス栓を閉めてください。 


〇 


調べてみると故障でない場合びよくありまず。修理を依頼ずる前に、もう一度チェックしてくださし)。 


こんな場合は 

調べてください 

参照ページ 

①点义しない 
•点义しにくい 
-放電しない 
•点义してちずぐ消える 
-手を離ずと消义ずる 

•ガス栓を全開にしていますか？ 

12 

•ガス配管に空気び残っていませんか？（朝一まなど） 

づ点火操作を繰り返して < ださい。 

— 

•) (ーナー炎□びつまっていませんか？ 

2已 

♦点乂プラグ、立消えま全装置（炎検巧部)、バーナーキャップびめれた 
り、巧れたりしていませんか？ 

8 • 2已 • 
26 

参しる受け、バーナーキャップび正しくセットされていますか？ 

8-10 

参アル=はく製しる受け皿を使用していませんか？ 

づ使用しないでください。 

6 

•乾電池び正し<セットされていますか？ 

乾電池び消耗していませんか？ 

10-23 

•点乂□ックを解除していますか？ 

12 

参操作ボタンを強めに数秒間巧していますか？ 

参ブヴーび鳴って消义しましたか？ 

31- 32 

参ゴム管び巧れ®びったり、つぶれたりしていませんか？ 

づゴム管の折れ®びり、つぶれを直してください。 

6-11 

•ガス栓のヒューズび作動していませんか？ 

づ機器を接続しているガス栓びテーブルコン□用であることを確認する。 

11 

⑨ 炎の状態びおかしい 
-炎び安定しない 
- 炎び黄色い、赤い 
- 異甫音をたてて燃える、消 
をる 

• 炎び巧一でない 
•使用中、炎び消える 
- なべにずずびつく 
- 消义後、数秒間炎び出てい 
る 

•バーナー炎□びつまっていませんか？ 

2已 

♦点义フラグ、立消え安全装置（炎検巧部)、バーナーキャップびめれた 
り、ミちれたりしていませんか？ 

8 • 2已 • 
26 

•しる受け、バーナーキャップび正しくセットされていますか？ 

8-10 

•アル5はく製しる受け皿を使用していませんか？ 

づ使用しないでください。 

6 

•ブヴーび鳴って消乂しましたか？ 

31- 32 

•グ IJ ル使用時にコン□を使用すると焼物の塩分（ナトリウム）やカル 
シウムび燃えて、炎びホくなることびありますび、異常ではありません。 

— 

•乂力調節つまみをゆっくり操作していますか？ 

12 

参風び吹き込んでいませんか？ 

扇風機や;令暖房機器の風び当たっていませんか？ 

8-11 

•加湿器を使用すると水分に含まれるカルシウムび燃えて炎びホ<なる 
ことびありますび、異常ではありません。 

— 

•バーナーの炎は点义プラグ、立消えま全装置、ごと<部分などで、炎 
び短くなっています。異常ではありません。 

参消乂操作後数秒間コン□バーナー炎□からかさな炎び出ることびあり 
ますび、バーナー内に残った微量のガスによるをので異常ではありま 
せん。 






こんな場合は 

調べてください 

参照ページ 

③ 使用中ゃ消义後に音びずる 
- 「ポン」と音びずる 
-キシ三音びずる 
-「シャー」と音びずる 

•コン□バーナー使用後に「ポン」といラ火の消えた音びしますび、異 
常ではありません。 

12 

•点义後や消火後にキシ5音びでますび、過熱や;令却されるとさに、金 
属び膨張収縮して起こる音で、異常ではありません。 


参コン□バーナー使用中「シャー」と音びでますび、燃焼するガスの通 
過音で、異常ではありません。 


④点义ずると他のパーナーち 
放電ずる 

•他のノ（ーナーち同時に放電します。異常ではありません。 

12 

⑥ パーナー本体び変色ずる 

参炎の熱や煮こぼれにより、バーナー本体び変色することびあります。 
使用上問題ありません。 

— 

⑥ ガスの臭いびずる 

参ゴム管びひび割れたり、巧びあいていませんか？ 

已 

•ゴム管び確実に接続されていますか？ 

已 • 11 

⑦ コン□パーナー使用中に… 

-調理中に消火ずる 
-自動消义しない 
•点义してちずぐ消える 
• 义力び変わる 
-なべ底びひどく焦げついて 
消义した 

参なベの形状や材質び適していますか？ 

9-13 

•なべ底び凹凸していませんか？ 

•なべ底や温度センサーび巧れていませんか？ 

•油の量びあっていますか？ 

参から焼さに近い調理をしていませんか？ 

参±なべや耐熱ガラスなベや圧力なベを使っていませんか？ 

まれに焦げつさ消火機能びはたらさ消乂することびあります。 

づ再度点乂してご使用 < ださい。 

13 

•冷凍食品や;令凍したなべをそのまま調理していませんか？ 

づ解凍して再点乂して < ださい。 

— 

•カラメル、みその加熱など水分のほとんどない料理や中义で調理して 
いませんか？ 

づ焦げつさびひどくなる場合びあります。 

19 

•乂力を中乂や弱火にして使用した場合、調理によっては焦げつさ消火 
機能び作動して途中消乂する場合びあります。 

づ再度点乂してご使用 < ださい。 

参カレーやシチューの再加熱ですか？ 

づ水を加え弱火で様子を見なびら調理して<ださい。 

•フライバンやなべをふったり、浮かせて調理していませんか？ 

参圧力なベや無水なベを使用した料理、フライノ（ンを使用した鶏のちを 
焼さなどは焦げつさ消乂機能び働さ、消乂する場合びあります。 

づ再度点乂してご使用 < ださい。 

参なベの温度び高温になると、自動的に火力を切り替えます。 

大火 W ル火を繰り返し、この状態び30分間続くと消火します。 

20 

•温度センサーが高温になっていませんか？ 

づ水を入れたなべやめれふさんなどで温度センサーを冷やして<ださい。 

23 




こんな場合■は 

調べてください 

参照ページ 

⑧湯わかしモードを使用して 

参なベの形状や材質び適していますか？ 


ち 

•なべ底び凹んでいませんか？ 


• お湯がめるい 
- お知6せび遅い 
(標準パーナー） 

•±なべや耐熱ガラスなベを使用していませんか？沸とラ前に検巧する 
場合びあります。 



•水の量は適切ですか？ 

づ水量已〇日 mC 〜2 C が適切です。 

9 • 13 • 
18 


•薄手のなべを使っていませんか？ 

づ消乂する場合びあります。 



•加熱中になべを動かしたり、水をかさおだたりしていませんか？ 



•一度わかしたお湯 （70° CLU 上）を再び湯わかしモードでわかすと 

100でよりほめで沸とラしたと判断する場合びあります。 


⑨ 上手に炊飯-おかゆびでさ 

参炊飯に使用したなベの形状や材質び適していますか？ 


ない 

•米の量、水の量、浸しおさ時間を正しく計っていますか？ 


• ふさこぼれる 
- ごはんび固い 
- ごはんびやわらかい 
- ごはんび焦げる 
(標準パーナー) 

•銘柄や産地、保ち期間により出来映え、食巧び変わります。 


•無洗米を使っていますか？ 

^1、2度洗米し、3%ぐらいをめに水をいれて、必ず浸しおさをして 
炊飯してください。 

14 • 1已 • 


参よ<洗米しましたか？ 

づめか分び残っていると焦げやすくなります。 

16 


•炊飯途中にふたを開けませんでしたか？ 



参むらした後、ごはんをかさおだていますか？ 



参おかゆの場合は、ふたをずらすなどの工夫び必要です。 



•火力を炊飯位置に正し<調節していますか？ 


⑩ 調理中に消义ずる 

•長時間使っていませんか？ 

づ消し忘れ消乂機能び作動しました。再点乂して<ださい。 

19.21 


•グ U ル過熱防止センサーび作動した場合は、約3分待ってから使用し 
てくださし、 

23 

⑩ グリル使用時 

参食材にあった火力調節をしてください。 

12 

- 焼けすざる 
- 巧け足りない 
-焼けムラ 
-煙び出る 

•脂のをい魚などを焼< と煙びを<出るため、排気□ながか b ち煙び出 
る場合びあります。 


参初めてグ U ルを使ラとさグ U ルや排気口ながか日煙や臭いびでます。 
グ U ルには加工油を使っておりその油を焼さ切るためで異常ではあり 
ません。 

21 


•しっかり解凍していますか？ 



•みそや巧は取ってから焼いていますか？ 

PP 


•魚の置さかたは合っていますか？ 

ここ 


•塩加減は良いですか？ 





こんな場合■は 

調べてください 

参照ページ 

⑩ブザーび鳴った 
•数回鳴った 
- 鳴り続ける 

参ま全機能び作動しています。 

づ確認してください。 

31-32 

•グ IJ ル使用中に3分毎にブヴーび鳴るグ U ルお巧 b せブヴーです。 

21 

•乾電池び消耗しています。 

づ新しい乾電池と交換してください。 

10 •23- 
31- 32 

参消火の状態で操作ボタンび巧されています。 

づ操作ボタンを消火の状態にちどしてください。 

3-23 

⑩ ホいランプび点滅ずる 
-電池交換サイン（ランプ） 

• 操作部のモードランプ 
. グリル点义確認ランプ 

•乾電池の交換時期び近づいています。 

づ新しい乾電池を用意して < ださい。 

23 

•自動消义した後、使用したコン□またはグ U ルの操作ボタンを消乂の 
状態にもどしましたか？ 

づ操作ボタンををどさないと電池び消耗します。 

12.16. 

18.23 

•点火操作時「バチバチ」と放電するととをに、電池交換サイン（ランフ） 
びラすく点滅することびありますび、故障ではありません。 

— 

® 部品び変色ずる 
-表面び変色ずる 
• ごとくび変色ずる 

•酸性やアルカ U 性洗剤を使用していませんか？ 

24-26 

•ごとく先端は、炎び当たり白くざ b ざ b になることびありますび、使 
用上問題ありません。 


•炎の熱や、煮こぼれにより変色することびありますび、使用上問題あ 
りません。 


© グリル皿にシワ状の模様び 
見える 

-グリル皿び一部黒ずんで見 
をる 

参加工上で発生するをのであり、機能-性能上問題ありません。 

2己 

颇 グリルのみ使用してちトッ 
ププレートび熱<なる 

参グ U ルのみ使用してをグ U ルバーナーの炎や排気の熱によりトッププ 
レートは熱くなります。使用中-使用後しば b くはトッフフレートに 
触れないよラを意してください。 

— 


なお、異常のあるとさやおわかりにならないとさには、お買い上げの販売店またはちよりのま京ガスにご連絡く 
ださい。不完全な処置は事故のちとになりまず。 




故障かな？とおった 6 


表示とブザーについて 


■ 


ブザー音 


ピー 已回 


ピー3回 


ピー1回 
(約2秒） 


揚げちの、湯わかし-炊飯操作 
部のランプ、電池交換サイン 
(ランプ） 


ブザーび鳴り続ける 
(約8秒） 


1 SQ 1^200湯被し因巧!!おかゆ 

'换〇 〇 '、が，〇 〇 



1 SQ 1^200湯被し因巧!1おかゆ 

换〇〇從〇 〇 



I 60|^2 og 湯械、し因泣! la かゆ 

〇 〇做' 〇 〇换 



160|®|25 g 湯械、し因日巧おかゆ 

〇 〇做 〇 〇做 


み 電池交換サイン点な 


160 m 200勇り化因西 j おかゆ 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 

Q ) @D 

揚の 湯れ 1でな 西 

部 

点滅 

標準バーナー 

点滅 

チャオバーナー 

点滅 

標準バーナー 

点滅 

チャオバーナー 

点滅 

標準バーナー 

点滅 

チャオバーナー 

点滅 

標準バーナー 

点滅 

チャオバーナー 


標準バーナー 
チャオバーナー 


•るミ グ1」ル点乂確認ランプ点滅 


160颐200湯わかし画なおかゆ 

〇借，〇 〇婚 . 〇 



風, グ1」ル点乂確認ランプ点滅 


グリル 


標準 バーナー 
チャオ バーナー 
グリル 

チャオ バーナー 


1曼0?220湯梦、し,驟8〇ぉかゅ威でこ炊飯トドのランプ標準 バ_ナ_ 

点滅例：ごはんモード使用の場合 


160陋1200湯视し函 Bj おかゆ 

〇 〇 〇 做0 〇 

点滅 

1 SQ 晒1200湯视し面なおかゆ 

换〇 〇 做〇 〇 

点滅 

’"ぶ一 

点滅 


•舞, グ1」ル点乂確認ランプ点滅 


標準 バーナー 
標準 バーナー 
チヤ オバーナ- 
グ I 」ル 

チヤオバーナ- 





内 容 

原 因 

処置と再使用時のま意 

参照 

ぺージ 

天ぷら油過熱防止機能作動 
焦げつさ消乂機能作動 

天ぷら油の過熱 
焦げつさ 

参 r 故障かな？と思ったら」の r こんな場合は」の⑦を確認する。 
•やけどにを意して再点乂を行ラ。 

•天ぷら油過熱防止機能作動中（温度センサーび高温のまま 
の状態)は、点火してを手を離すと消乂する場合びあります。 

23 

温度センヴー過熱防止機能作 
動 

消し忘れによる過熱 
から炊さなど 

• r 故障かな？と思ったら」の r こんな場合は」の⑦を確認する。 
•やけどにを意して再点义を行ラ。 

♦温度センサー過熱防止機能作動中（温度センサーび高温 
のままの状態）は、点火してを手を離すと消乂する場合 
びあります。 

23 

立消えま全装置の作動 

炎の吹さ消え 
煮こぼれした場合 
点义しなかった場合な 
ど 

• 「故障かな？と思った日」の「こんな場合は」の①、③ 
を確認する。 

参周囲にガスびなくなるまで待ってから再点乂を行ラ。 

23 

点火時に着火しなかった 

電池交換サインのお巧 b せ 

乾電池の消耗 

•乾電池を交換して < ださい。 

10-23 

立消えま全装置の作動 

炎の吹さ消え 

点乂しなかった場合な 

ど 

• 「故障かな？と思ったら」の「こんな場合は」の①、③ 
を確認する。 

•グ U ルとびらを開け、空気を入れ替えてから再点义を行ラ。 

23 

点火時に着火しなかった 

グ U ル過熱防止センサーの作 
動 

グ U ルのから焼さ 
消し忘れ 

連続して使用した場合 
少ない食材など 

•操作ボタンを押してをどし、約3分グリル庫内び冷える 
のを待ってから再点火を行ラ。 

21 .22 

23 

コン□消し忘れ消乂機能作動 

使用開始から約2時間 
び経過し、自動消火し 
ました。 

参操作ボタンを巧してもどす。 

参続けて使用する場合は、再点义を行ラ。 

19-23 

コン□消し忘れ消火機能作動 

グ IJ ル消し忘れ消义機能作動 

使用開始から約1已分経 
過し、自動消义しました。 

•操作ボタンを巧してちどす。 

•続けて使用する場合は、再点火を行ラ。 

21-23 

センサー解除モード終了 

約30分び経過し自動 
消乂しました。 

•操作ボタンを押してちどす。 

20 

炊飯モード：ごはん炊飯での 
むらし終了 
おかゆ炊飯終了 

炊飯モードで炊さあび 
り自動消乂しました。 
(ごはん炊飯の場合はむ 
らしを終了） 

•操作ボタンを巧してもどす。 

16 

湯わかしモード終了 

湯わかしモードで沸とラ 
し、約已分保温したあと 
に自動消火しました。 

•操作ボタンを巧してもどす。 

18 

温度センサー-グ U ル過熱防 
止センサー. 電子部品の故障 

部品び故障しています。 

•ガス栓を閉め、使用を中止し、お買い上げの販売店また 
はをよりの東京ガスにご連絡ください。 

別添 
共通お 

P 可し'' □' 

わせ先 

センサー解除スイツチの故障 



•防熱板 

•設置場所で、可燃性の壁（ステンレス板などを張りつけた可燃性の壁も含む）から1已 cm 、 上部はトッププ 
レート上面より 100 cm じ(上離して設置でさない場合、図のよラに取り付けて使巧してください。 


(天井用防熱板） （天井用防熱板） （流し台-調理台用防熱板) 




参炊飯専用蓋 • 炊飯用鍋 （旧の「炊飯に適したなべ」を参照してぉ買ぃホめくださぃ。) 
(お使いの場合は、必ず付属の取扱説明書をお読み<ださい。） 

♦水なし両面焼きグリル用調理プレート RCP -62 V 

(お使いの場合は、必ず付属のクッキングブックをお読みください。） 

-グリルで I -ースト、クツキーなどを調理ずるのに便利なプレートでず。 


^ • 別売部品についてはお買い上げの販売店またはちよりの東京ガスにお問い合わせください。 
を' II し J •防熱板については、この別売の指定の防熱板を必ずご使用ください。 


長期巧使用しない場合 

♦お部屋のガス栓を必ず閉めてください。（つまみのないガスコンセントの場合は、ガスコンセントからソケット 
を外す） 

参ガス通路部分はほこりび入らないよラに機器のホースエンドやガスコードの接続□には必ずキャップをしてく 
ださい。 

参乾電池を取0はずして < ださい。 

参お手入れしておくと、次回使用ずるとさに便利でず。 


廃棄時のお願い 


本機器は乾電池を使巧していまずので、大型ゴ S などで廃棄される場合は、必ず乾電池を取りはずしてください。 
そのままにしておさまずと思わめ事故になることびありまず。 







アフター ヴー ビス 


修理を依頼されるとさは 

『故障かな？と思ったら』の項をご確認いただいて直6ない場合、あるいはよくわからない場合は、 
お買い上げの販売店、またはをよりの「東京ガス」にご相談<ださい。修理依頼の際は、次のこ 
とをお知らせ < ださい。 

(1) お名前-ご住所-電話番号-道順（付近の目印等） 

(2) 品名 RN-P028-CHL 機器コード…1 1-080-01-0047 日 

RN-P028-CHR 機器コード…11 -080-0 1 -00477 
(M 品名-機器コード表示位置確認） 

(3) 現象…できるだけくわしく （4) 訪問ご希望日 

保註について 

取扱説明書の裏表紙が保証書になっています。必ず「販売店、お買い上げ曰」などの記入をお確 
かめいたださ、保証内容をよ<お読みのラえ、大切に保管して<ださい。無料修理期間経過後の 
故障修理については、故障修理によって機能が維持でさるときは、有料で修理いたします。（保 
証期間は、お買い上げ曰から1年間です。ただし、一般家庭！;!がで使用される場合は除さます。） 

補修用性能部品の保有期 
間について 

補修用性能部品の保有期間は、当製品の製造巧切後已年間となっています。（補修用性能部品と 
は、その製品の機能を維持するために必要な部品です） 

転居されるとき 

ガスには都市ガス数種類および LP ガスの区分びあります。ガスの種類（ガスグループ）が異な 
る地域へ転居される場合には、部品の交換や調整が必要となりますので、転居先のガスの種類を 
確認のラえ、転居先のをよりのガス事業ちにご相談<ださい。この場合、保証期間内でを、調整- 
改造に要する費用は有料となります。 

アフターサービス などに 
ついてわからないとさ 

お買い上げの販売店、またはちよりの「東京ガス」にご連絡<ださい。 

別添の共通お問い合わせ先を参照して<ださい。 


仕様 


品 



名 

RN - P 028 -CHL 

RN - P 028 -CHR 

型 

式の 

呼 

び 

RTS - M 630 VFTS-L 

RTS - M 630 VFTS-R 

型 

式 


名 

RTS - M 63 VTS 

種 



類 

ガステーブル 

点 

义 

方 

法 

連続放電点火式 

が 

お 

ブ 

法 

高さ]80mmx幅已g日mmx奥行474mm (パネル前面からホースエンドまで） 

質 

量（本体 

) 

13.0 kg 

安 

を 

装 

置 

立消えを全装置（全バーナー)、天ぶ b 油過熱防止機能（標準バーナー■チャオバーナー） 

グ U ル過熱防止センサー、消し忘れミ肖义機能(標準バーナー’チャオバーナー約2時間、グ U ル約1已分） 

電 



源 

D 巳 3.0V (単1おアルカ U 乾電池X 2個） 

付 

属 


品 

取扱説明書（保証書付)、クッキングブック、単1おアルカ U 乾電池 （2 個） 


使用 ガス 

使用ガスグループ 

1時間当たりのガス消費量 

ガス接続 

個別ガス消費量 

を点义時 
ガス消費量 

チャオバーナー 

標準 パーナー 

グリル 

都市 

ガス 

12 A 

3.9IkW 

2.28kW 

1 .79kW 

7.83kW 

内径目.已 mm 
ガス用ゴム管 

13 A 

4.20kW 

2.4 己 kW 

1 .92kW 

8.40kW 
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織 

鑛 

織 


圏 


保証書 


毅 


ガス テーブル 
品 名 
型式の呼び 


RN-P028-CHL • RN-P028-CHR 
RTS-M 630 VFTS-L • RTS-M 巨 30VFTS-R 


變上記本体をお買い上げいたださましてありびとラございます。この保証書は、東京ガス供給区域内 
において、都市ガスにてご使用になる場合に、本書記載内容で無料修理をお約束するをのです。 


毅 

錢 

鑽 


幾 


言己 

1.保証期間は、お買い上げの曰から1年間とし、本体を対象にします。付属品は対象がです。なお、下記部品につ 
いてはな下の年数を保証いたします。 

電装基板 . 3年 

吕.万一故障の場合は、お買い上げの販売店または、ちよりの東京ガスへお申し出ください。原則として、出張修 
理いたします。 

3. サービス員びお伺いした時に保証書をご提示ください。 


毅4.保証期間内においてを、次の場合は有償修理といたします。 


醒 


難 

毅 

織 




毅 

凝 

毅 


(1) 住宅用途な外でご使用になる場合の不具合 

(2) 取扱説明書等の記載事項によらないでご使用した場合の不具合 

(3) 器具を調整、改造された場合の不具合（但し、当社都合の場合はのぞ さます < 

(4) お買い上げ後、取付場所の移動、落下等による不具合 

(己）建築お体の変形等器具本体ながに起因する当該器具の不具合、塗装の色あせ等の経年変化またはご使用に伴 
ラ磨耗等により生じるが観上の現象 
(日）強い腐食性の空気環境に起因する不具合 

(7) 犬、猫、ねずみ、居虫等の動物の行為に起因する不具合 

(8) 火災や凍結、落雷、地震、噴火、巧水、津波等の天変地異または戦争、暴動等の破壊行為による不具合 

(9) 指定規格外のガス、電気または熱媒等をご使用したことに起因する不具合 

(10) 本保証書を紛失された場合 

己.無料修理やアフターサービス等についてご不明な場合は、お買い上げの販売店または、をよりのまをガスへお 
問い合わせください。 
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愁、 
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綾 

毅 


毅 


毅 

潑 

毅 


毅 

毅 

凝 

毅 


保証履行者 
保証責任者 


東京ガス株式会社 g 
リン,ィ株式会社 P 


干 105-8527 

まを都港区海岸1 T 目5番20号 
干4己 4-0802 

名ち屋巿中りI 区福住の2番26号 


毅 


毅 


i 毅潑潑凝潑毅慾潑潑潑潑慾潑錢毅毅慾潑潑潑凝慾潑潑潑潑毅潑嫁潑毅毅潑潑潑潑潑潑潑潑毅毅潑潑毅潑慾潑錢毅毅慾慾潑毅毅毅毅 


■お買い上げ曰および販売店名 


お買い上げ曰 

平成 年月 曰 

販売店名 


扱 

者 

印 


住 所 

電話番号 


■修理記録 

この本体の修理記録は、本体内部の故障診断シートに記録します。 


■お客さまへ 

1. この保証書をお受け取りになる時に、お買い上げ日、販売店名、扱者印び記入してあることを確認してください。 
吕.本証書は再発行いたしませんので紛失されないよラ大切に保ちしてください。 

3. 無料修理期間経過後の故障修理等につさましては「アフターサービス」の項をご覧ください。 

4. この保証書によって保証書を発行しているを（保証履行を•保証責任を)、およびそれな外の事業をに対する 
お客さまの法律上の権利を制限するをのではありません。 
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